
11月になって、市内各所11月になって、市内各所
で秋の祭りが行われました。で秋の祭りが行われました。

会場では、祭りの開催を待ちわびたように大勢の人出会場では、祭りの開催を待ちわびたように大勢の人出
でにぎわい、ステージのパフォーマンスに来場者が拍でにぎわい、ステージのパフォーマンスに来場者が拍
手や歓声で答えていました。　【関連記事22ページ】手や歓声で答えていました。　【関連記事22ページ】
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ふるさとの恵みと誇りを未来につなぐ
安心と成長のまち 八女
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■編集・発行 八女市企画政策課広報広聴係 
　TEL 0943・23・1110   FAX 0943・24・8083

◦八女市公式ホームページ

◦八女市公式LINE

◦その他公式情報発信ツール

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1111（代表）   FAX 0943・22・2186 
URL https://www.city.yame.fukuoka.jp/　
開庁日時  平日8：30～17：15

（延長窓口  水曜17：15～19：00 本庁一部窓口のみ）

掲載している催し等が変更になる場合
があります。市ホームページ、または問
い合わせ先で確認してください。

八女市企画政策課

d ボタン広報誌

FM 八女 お知らせ放送

@yamecitykoho

新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。

1日3回（7時・12時20分・20時）に放送します。

テレビをKBC（1チャンネル）に合わせ、
リモコンのdボタンを押して視聴します。

＠yamecity

広報 2022年（令和4年）12月1日号八女市 No.1236

yamecity
YouTube

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM 八女【80.1MHz】を通じて放送します。
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火災出火件数  0件 （29件）
救急出動件数 257件 （2,729件）
救急搬送人数 247人 （2,630人）

人身事故発生件数 157件 （870件）
傷　　者 207人 （1,129人）
死　　者 0人 （0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 60,875 (-36)
男 28,783  (-4)
女 32,092  (-32)

世帯数 25,556  (+43)
　※（　）内は前月比

出生 30 人 死亡 101 人
転入 160 人 転出 125 人

▼ 10月の交通事故の状況

▼ 10月の火災・救急の状況

▼人口と世帯（10月31日現在）

▼ 10月の異動

納期限・口座振替日
12月26日（月）
納税は、安全便利な口座振
替をご利用ください。納期
限内の納付にご協力ください。
遅れると督促料や延滞金が発
生します。※納付書の再発行
は担当課へご連絡ください。

◦固定資産税（3 期）◦国民健康保
険税（6 期）◦後期高齢者医療保険
料（6 期）◦介護保険料（６期）◦
住宅使用料（12月）◦保育料（12月）
◦水道料金・下水道使用料（5 期）
◦農業集落排水施設使用料（5 期）
◦下水道受益者負担金（3 期）

12月に納めるもの
健康だより

新型コロナウイルスワクチン接種に関するお知らせ

ダニエル・建・イノウエ氏家族がルーツの八女市を訪問

年末年始のごみ収集・し尿汲み取り

水道管にも冬支度を

忘れていませんか「納税」を
STOP 滞納 !! 県下一斉徴収強化月間

八女市立中学校等の新しい制服について

12 月イベントカレンダー

相談はお気軽にどうぞ

図書館だより・おりなす八女

オレンジ講座

なぜなぜ人権

まちのわだい TOPICS

26 お知らせ

ページ

ページ

ページ

ページ

ページ

ページ

ページ

ページ

ページ

ページ

ページ

ページ

ページ

ページ
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　新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、マス
ク着用が新しい生活様式の一つとされていますが、着
けたくても着けられない人がいます。その理由は、発
達障害、感覚過敏、脳の障がい、皮膚の病気、呼吸
器の病気などさまざまで、子どもだけでなく、つらい
思いをしている大人もいます。状態や程度は人によっ
て異なりますが、マスクを着けることで、めまいや頭痛、

発熱、腫れ、吐き気など日常生活に大きな支障をきた
すことがあります。
　事情を知らずに誤解されてトラブルになったり、周
囲の理解不足が原因で外出できなくなったり、苦しん
でいる人たちがいることを知っていただき、もしマスク
を着けていない人を見かけたら「事情があるのかな？」
と想像してみることも必要です。

理由があってマスクを着けられない人がいます
～社会全体の理解が必要です～

基本的な感染対策はメリハリを付けましょう。
高齢者と会うとき、病院に行くとき、公共交通機関利用時、人混みの中ではマスクを着用しましょう。

マスクの着用について
マスクについては、場面に応じた適切な着脱をお願いします。

新型コロナウイルスマスクの着用について
（厚生労働省ホームページ）

マスク着用推奨

屋外 季節を問わず、マスクの着用は原則不要です。 屋内 距離が確保でき、会話をほとんど行わない場合を除き、
マスクの着用をお願いします。

！

マスク
着用
推奨

徒歩や自転車での通勤・通学
など、人とすれ違うときも不要

距離を保って会話す
る際はマスクは不要 十分な換気など感染防止対策を

講じている場合は外すことも可
距離が確保できず、
会話をするときは着用

人との距離（目安 2m）が保てず、会話をする場合は
着用をお願いします。 ！ 人との距離（目安 2m）が保てて、会話をほとんど行わない場合

は着用の必要はありません。

新型コロナワクチン接種に関するお知らせ

八女市コロナウイルスワクチンコールセンター
（予防接種の予約、相談）
◦電話番号＝☎ 0120・567・518
　　　　　　　（フリーダイヤル）
◦受付時間＝９時～17 時
　　　　　（土日・祝日もつながります）

↑Web予約
　はこちら

■ワクチン接種は年内に
　八女市では、生後６か月以上の人を対象に新型コ
ロナワクチンの接種を実施しています。これまで過
去２年いずれも、年末年始に新型コロナウイルス感
染症が拡大しています。接種券を持っている人は、
感染症に備え早めの接種をご検討ください。
　予約は、コールセンターまたはWebで受け付けます。
■オミクロン株対応ワクチン接種について
　3 ～ 5 回目接種の 12 歳以上の人で、直
前の接種から 3 か月経過後に接種可能と
なっています。オミクロン株対応ワクチンの接種は、
1 人 1 回です。例えば、4 回目接種でオミクロン株
対応ワクチンを接種した人は、5 回目接種はできま
せん。
　接種券は 10 月から順次送付していますが、9 月
以前に送付した接種券（3 回目または 4 回目接種）
を持っている人は、オミクロン株対応ワクチンの接

種券として予約・接種でそのまま使えますので、あ
らためての送付はしていません。紛失された場合は
コールセンターにご連絡ください。
■ゆめタウン八女の予約支援窓口を移動
　11 月からゆめタウン八女に設置していたワクチン
接種予約支援窓口は、12 月 1 日から本庁健康推進
課に場所を移します。各支所支援窓口に変更はあり
ません。
◦問い合わせ先＝健康推進課新型コロナウイルスワ
クチン接種係（☎ 23・1201）
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福
岡
県
と
ハ
ワ
イ
州
は
、１
９
８
１

年
か
ら
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
て

い
ま
す
。
今
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
事
約

１
４
０
年
前
か
ら
多
く
の
県
民
が
ハ

ワ
イ
へ
移
住
し
、
活
躍
し
て
き
ま
し

た
。
と
り
わ
け
故
ダ
ニ
エ
ル
・
イ
ノ

ウ
エ
米
国
上
院
議
員
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

ア
リ
ヨ
シ
元
ハ
ワ
イ
州
知
事
、
故
エ

リ
ソ
ン
・
オ
ニ
ヅ
カ
宇
宙
飛
行
士
の

３
人
は
、
全
米
史
に
残
る
偉
業
を
成

し
遂
げ
た
３
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
偉
業
を
た
た
え
る
た
め
、

ハ
ワ
イ
州
政
府
か
ら
レ
リ
ー
フ
板
等

が
ゆ
か
り
の
地
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
女
市
に
は
胸
像
建
設
の
一
部
と

し
て
寄
附
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係

者
お
よ
び
３
氏
の
家
族
が
、
10
月
24

日
㈪
、
25
日
㈫
の
両
日
、
県
内
の
ゆ

か
り
の
地
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

記
念
碑
を
訪
ね
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
ハ
ワ
イ
か
ら
訪
問
し
た
10
人
（
イ

ノ
ウ
エ
氏
の
長
男
家
族
、
ア
リ
ヨ
シ

氏
の
長
男
、
オ
ニ
ヅ
カ
氏
の
弟
、
ハ

ワ
イ
州
議
会
議
員
、
ハ
ワ
イ
福
岡
県

人
会
、
ハ
ワ
イ
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
財

団
）
は
、
24
日
に
豊
前
市
と
う
き
は

市
を
訪
問
。
25
日
に
八
女
市
上
陽
町

の
「
ホ
タ
ル
と
石
橋
の
里
公
園
」
に

到
着
し
ま
し
た
。

　
八
女
市
で
は
折
り
紙
で
作
成
し
た

レ
イ
で
歓
迎
し
、
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
孫

娘
マ
ギ
ー
さ
ん
が
胸
像
に
同
じ
レ
イ

を
か
け
て
初
対
面
を
祝
い
ま
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
上
陽
北
汭
学
園

の
５
年
生
12
人
が
英
語
の
歌
「
カ
ン

ト
リ
ー
ロ
ー
ド
」
で
歓
迎
し
、
ハ
ワ

イ
か
ら
の
訪
問
団
は
八
女
茶
を
味
わ

い
な
が
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
10
月
25
日
㈫
、
ハ
ワ
イ
州
か
ら
福
岡
県
ゆ
か
り
の
3
偉
人
（
元
米
国
上
院
議
員
ダ
ニ
エ
ル
・
建
・
イ

ノ
ウ
エ
氏
、
元
ハ
ワ
イ
州
知
事
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
リ
ヨ
シ
氏
、
宇
宙
飛
行
士
エ
リ
ソ
ン
・
オ
ニ
ヅ
カ
氏
）

の
家
族
や
関
係
者
が
八
女
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ダ
ニ
エ
ル
・
建
・
イ
ノ
ウ
エ
氏
関
連
事
業

ダ
ニ
エ
ル
・
建
・
イ
ノ
ウ
エ
氏
家
族

が
ル
ー
ツ
の
八
女
市
を
訪
問

【略歴】
アメリカ連邦議会上院議
員。1924年9月7日ハワイ
州ホノルル生まれ。祖父・
父は八女郡横山村（現・八
女市上陽町上横山）出身の
日系2世。小さいころから
祖父に、自分たちの故郷は
横山村であること、先祖に
誇りを持つこと、義務と名

誉を大切にすることを教えられて育った。第２次
世界大戦では、日系人で編成された「第442連隊
戦闘団」に配属され、ヨーロッパ戦線で右腕を失
うが、その働きにより数々の勲章を受章し、英雄と
たたえられる。1962年、連邦上院議員に初当選。
以後50年近く上院議員を務めた。2011年春の叙
勲では外国人が受章する最高位の勲章「桐花大綬
章」が日本政府から贈られる。2012年12月17日、
88歳で永眠。（胸像台座の解説文より）

ダニエル・建・イノウエ（1924―2012）
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①
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
２
０
１
２
～
２
０
１
５
）

　
１
９
１
２
年
、
日
本
は
友
好
の
印
と
し
て
、
３
０
０
０
本
の
サ

ク
ラ
を
ア
メ
リ
カ
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
米
国
政
府
と
日
米
交
流
財
団
が
共
同
で

「
友
好
の
木
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」を
設
立
し
て
い
ま

す
。
サ
ク
ラ
の
返
礼
と
し
て
、
日
本
各
地
に
３
０
０
０
本
の
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ノ
ウ
エ
氏

の
ル
ー
ツ
が
上
陽
町
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

八
女
市
に
は
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
30
本
の
寄
贈

を
受
け
ま
し
た
。
友
好
と
平
和
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
八
女
の
地
で
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。

②
ホ
ノ
ル
ル
国
際
空
港
を
ダ
ニ
エ
ル・K・イ
ノ
ウ
エ
国
際
空
港

へ
改
称

　
２
０
１
７
年
、イ
ノ
ウ
エ
氏
の
没
後
、そ
の
功
績
を
た
た
え
、
ハ

ワ
イ
州
の
玄
関
口
ホ
ノ
ル
ル
国
際
空
港
は
ダ
ニ
エ
ル
・
K
・
イ
ノ

ウ
エ
国
際
空
港
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
で
は
他
に
も
、道

イノウエ氏ご子息家族
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路
や
戦
艦
な
ど
に
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、八

女
市
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
ハ
ワ
イ
の
英
雄
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
上
陽
北
汭
学
園
児
童
生
徒
が
在
福
岡
米
国
領
事
館
を
訪
問

　
２
０
１
９
年
、
上
陽
北
汭
学
園
の
児
童
生
徒
会
役
員
が
在
福

岡
米
国
領
事
館
を
訪
問
。
ハ
ワ
イ
出
身
の
ジ
ョ
イ・未
知
子・サ
ク

ラ
イ
首
席
領
事
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
講
義
を
受
け

ま
し
た
。
大
学
時
代
に
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
事
務
所
で
就
業
体
験
を
し

た
経
験
や
、
イ
ノ
ウ
エ
氏
か
ら
「
誰
も
歩
ん
だ
こ
と
の
な
い
道
を

敢あ

え
て
歩
き
、『
靴
を
汚
す
こ
と
』
が
重
要
だ
と
教
わ
っ
た
」
と

言
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
長
男
の
ケ
ン
・
イ
ノ
ウ

エ
さ
ん
は
、
妻
ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
、
娘

マ
ギ
ー
さ
ん
と
と
も
に
、
井
上
家
の

お
墓
と
家
を
訪
問
。
ケ
ン
さ
ん
は「
訪

問
す
る
こ
と
は
長
年
の
願
い
で
、
今

日
よ
う
や
く
叶
い
ま
し
た
。
美
し
い

景
色
と
そ
こ
に
住
む
人
々
に
会
う
こ

と
が
で
き
て
感
動
し
て
い
ま
す
。
父

が
訪
問
し
た
同
じ
場
所
を
歩
い
て
、

大
変
感
慨
深
い
で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
胸
像
の
周
囲
に
は
、

２
０
１
５
年
に
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
で
贈
ら
れ
た
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
30

本
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
園
で

は
、
ハ
ワ
イ
か
ら
の
訪
問
団
を
迎
え
、

年
代
を
経
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
思

い
が
次
世
代
へ
と
繋
が
る
交
流
が
広

が
り
ま
し
た
。

　
イ
ノ
ウ
エ
氏
は
、
平
成
24
年
北
部

九
州
豪
雨
災
害
に
対
し
て
、
お
悔
や

み
の
声
明
を
出
す
な
ど
、
祖
父
・
父

の
故
郷
に
対
す
る
思
い
を
持
ち
続
け

て
い
ま
し
た
。

　
八
女
市
で
は
、
上
陽
町
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
氏
が
、
日
米
両
国
に
お
い
て

政
治
・
文
化
面
で
果
た
し
た
多
岐
に

渡
る
功
績
を
後
世
に
伝
え
、
故
郷
の

誇
り
と
す
る
た
め
に
、
今
後
も
イ
ノ

ウ
エ
氏
の
顕
彰
事
業
を
は
じ
め
と
し

て
、
ハ
ワ
イ
と
の
交
流
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

広報八女 2022.12.15

④
ホ
タ
ル
と
石
橋
の
里
公
園
に
胸
像
設
置

　
イ
ノ
ウ
エ
氏
が
、
日
米
両
国
に
お
い
て
政
治
・
文
化
面
で
果
た

し
た
多
岐
に
渡
る
功
績
を
後
世
に
伝
え
、
故
郷
の
誇
り
と
す
る
た

め
に
、
２
０
２
１
年
３
月
18
日
に
氏
の
胸
像
を
建
立
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
来
賓
の
在
福
岡
米
国
領
事
館
の
テ
イ
ラ
ー
首
席
領
事

は
「
祖
国
の
た
め
だ
け
で
な
く
ル
ー
ツ
で
あ
る
日
本
と
の
架
け
橋

を
築
く
た
め
に
努
力
を
注
い
だ
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
人
」
と
氏
を
た

た
え
ま
し
た
。
建
設
に
あ
た
り
、寄
附
金
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、国

内
外
か
ら
総
額
２
０
０
万
円（
７
団
体・61
個
人
）の
賛
同
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

⑤
上
陽
北
汭
学
園
と
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
母
校
が
姉
妹
校
締
結

　
２
０
２
２
年
８
月
５
日
、
ダ
ニ
エ
ル
・
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
ル
ー
ツ

で
あ
る
上
陽
地
区
の
上
陽
北
汭
学

園
と
、
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
出
身
校
で

あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
ミ
ド
ル
ス
ク
ー

ル
（
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
で
最

も
歴
史
の
あ
る
公
立
中
学
校
）。

両
校
は
１
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
を
始
め
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
合
意

し
、
姉
妹
校
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

ハワイからの訪問団と上陽北汭学園の児童たち



62022.12.1  広報八女

― 市の収集については、各地区の収集日をご確認ください― 問い合わせ＝環境課（☎ 23･1462）

12月 １月
23
㈮

24
㈯

25
㈰

26
㈪

27
㈫

28
㈬

29
㈭

30
㈮

31
㈯

１
㈰

2
㈪

3
㈫

4
㈬

5
㈭

ごみ収集
燃やすごみ（市収集） 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 × × × × × 〇

（Ａ）   直接持ち込み
八女西部クリーンセンター

・リサイクルプラザ
8時30分～ 16時30分

〇 ×
〇

（受付＝8時
30分～11
時30分）

〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

（Ｂ）   直接持ち込み
八女市環境センター

8時30分～ 16時45分
〇 × × 〇 〇 〇

〇
（受付＝8
時30分～

15時）

〇
（受付＝8
時30分～

15時）

× × × × 〇 〇

年末年始の
ごみの収集

　年末年始はごみの量の増加が見込まれ、交通事情などにより収集時間が変わるこ
とがあります。燃やすごみは収集日当日の午前８時30分までに、可燃ごみステーショ
ンへ出してください。
　また、年末の粗大ごみ等の直接持ち込みは混雑し、１時間以上お待たせすることも
あるため、時間にゆとりをもって持ち込んでください。

【直接持ち込みについて】　
(A) 八女市にお住まいのすべての人が持ち込み可能です。
(B) 八女市東部地区（旧黒木町、旧上陽町、旧星野村、
旧矢部村）にお住まいの人のみ持ち込み可能です。
⃝市役所で証明書等の発行を受ける必要はありませ
ん。直接、処理施設にお持ち込みください。
⃝本人確認が必要ですので身分証 ( 免許証・保険証・
マイナンバーカード等 )をお持ちください。

⃝処分料金については下記の通りです。

ごみの種類 処分料金

可燃（粗大）ごみ 150 円／ 10kg

不燃（粗大）ごみ 200 円／ 10kg

資源ごみ 無料

⃝日程確認はごみ出しアプリが便利です
　ごみ出しアプリ「さんあ～る」は、無料で利用でき
ます。下記二次元コードからダウンロードして利用く
ださい。

年末年始のし尿くみ取り
予約は12月9日㈮までに
　年末年始のし尿くみ取りは、混雑が予想されま
す。予約は、各地域のくみ取り業者へ 12 月 9 日
㈮までにお願いします。
　それ以後の予約受付は、希望日に添えない場合
がありますのでご
注意ください。
⃝問 い 合 わ せ ＝
環 境 課（ ☎２３・
１４６２）

iPhone を
利用の人

Android を
利用の人

輝翔館中等教育学校生徒との交流活動

　八女市黒木町青少年育成協議会は、10月11日㈫に
県立輝翔館中等教育学校4年生（75人）と一緒に黒
木大藤と津江神社の清掃ボランティアを行いました。
輝翔館は町外から通う生徒が多いため、清掃前に文
化連盟と津江神社宮司から黒木の歴史について説明
を受け、生徒からは学校紹介を行いました。黒木地
区自治運営協議会女性部と老人クラブも参加し、草
刈り、ゴミ拾いなどの清掃奉仕活動を通じて交流を
深めることができました。
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12月3日㈯から9日㈮は
「障害者週間」です

　「障害者週間」は、平成16年6月
の障害者基本法の改正により、国
民の間に広く障がい者の福祉につ
いての関心と理解を深めるととも
に、障がい者が社会、経済、文化
その他あらゆる分野の活動に積極
的に参加する意欲を高めることを目
的として設定されました。
　「障害者週間」の期間は、毎年12
月3日㈯から12月9日㈮までの１週
間です。この期間を中心に、国、
地方公共団体、関係団体等では、
さまざまな意識啓発の取り組みを
展開します。
◦障害者虐待通報ホットライン（☎
090・2580・0294）
※このホットラインは、障がいのあ
る人たちを虐待から守り、防ぎ、支
援するための相談窓口です。24時
間・365日受付対応します。

①
給
水
管
の
凍
結
対
策　

▼
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
に
保

温
材
や
布
な
ど
を
巻
い
て
保
温
す
る
。

※
保
温
材
や
布
の
上
に
は
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
を
巻
い
て
防
水
す
る
（
保
温
材
は

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま

す
）。

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
凍
結
対
策

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
布
や
破

っ
た
新
聞
紙
な
ど
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

た
も
の
を
詰
め
て
、
保
温
す
る
。

※
直
接
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
布
な

ど
を
入
れ
る
と
、
管
と
一
緒
に
凍
っ
て
破

損
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必

ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
て
濡
れ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
そ
れ
で
も
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

▼
自
然
に
解
凍
す
る
の
を
待
つ
。

▼
凍
結
し
た
水
道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
解
凍
す
る
。

※
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管

が
破
裂
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
漏
水
の
確
認
方
法

▼
家
庭
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
た
状
態

で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
中
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

部
分
（
丸
い
コ
マ
）
が
回
転
し
て
い
な
い

か
確
認
す
る
。
※
コ
マ
が
回
転
し
て
い
れ

ば
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑤
漏
水
が
判
明
し
た
場
合
は

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉

め
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理

を
依
頼
す
る
。

⑥
必
ず
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

▼
給
水
装
置
工
事
（
水
道
の
新
設
・
改
造
・

修
繕
・
撤
去
）
は
、
水
道
法
に
よ
り
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工

で
き
ま
せ
ん
。
漏
水
に
よ
る
水
道
管
の
修

理
、
住
居
解
体
に
よ
る
撤
去
の
場
合
な
ど

も
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
で
な
け
れ

ば
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
《
料
金
》

☎
２
３
・
１
９
４
９
《
工
事
》
☎
２
３
・

１
１
０
７

水
道
管
に
も
冬
支
度
を

水
道
管
に
も
冬
支
度
を

例
年
冬
場
に
は
家
庭
の
水
道
管
が
凍
結
に
よ
り

破
損
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
宅
内

で
漏
水
が
あ
る
と
、
非
常
に
高
額
な
水
道
料
金

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管

に
も
冬
支
度
を
し
て
、
凍
結
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
・

電
話
番
号
一
覧
表
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

マイナンバーカードについてのお知らせ

■日曜日にマイナンバーカード受取
専用窓口を開設
　各支所のカードも本庁での受け取りとなり
ます。
◦開設日・時間（予約締切日）
＝12月11日㈰（同7日㈬)8時30分～ 12時 
※要事前予約
◦場所＝マイナンバーカード交付特設会場
◦対象業務＝マイナンバーカード交付のみ
◦必要なもの＝電話予約時に案内

■年末年始の証明書コンビニ交付サービスの停止
　システムメンテナンスのため年末年始の期間は
マイナンバーカードを活用したコンビニ交付サー
ビスを停止します。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお
願いします。
◦停止期間＝12月29日㈭～ 1月3日㈫
 ※1月4日㈬午前6時30分から再開します。
◦停止する証明書種類＝住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全
部(個人)事項証明書、戸籍の附票の写し、各種税証明書
■問い合わせ＝市民課マイナンバー推進係（☎23・1117）
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ど
の
よ
う
な
資
産
が
申
告
対
象

と
な
り
ま
す
か
。

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償

却
資
産
は
、
会
社
や
個
人
が
事

業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
を
言
い
ま
す
。

　
資
産
内
容
が
去
年
と
変
更
が
な

く
て
も
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
か
。

　
地
方
税
法
に
よ
り
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
所
有
し
て
い
る
償
却

資
産
の
内
容
を
資
産
が
所
在
す
る
市

町
村
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
税
務
署
に
確
定
申
告
を
し

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
償
却
資
産

の
申
告
が
必
要
な
の
で
す
か
。

　
税
務
署
に
提
出
さ
れ
て
い
る
書

類
は
国
税
（
所
得
税
な
ど
）
の

計
算
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
償
却
資

産
の
申
告
は
市
税
で
あ
る
固
定
資
産

税
の
計
算
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

税
務
署
へ
の
提
出
と
は
別
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
耐
用
年
数
を
経
過
し
減
価
償
却

が
終
わ
っ
た
資
産
も
申
告
が
必

要
で
す
か
。

　
減
価
償
却
済
み
と
な
っ
た
資
産

で
も
取
得
価
格
の
５
％
が
評
価

額
と
し
て
残
り
ま
す
。
そ
の
資
産
が
事

業
用
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態

に
あ
る
限
り
、
償
却
資
産
と
し
て
の
申

告
が
必
要
で
す
。

　
申
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
償
却

資
産
は
あ
り
ま
す
か
。

　
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
に
は
次

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

❶
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
る
べ
き
も
の
（
例
：
ト
ラ

ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
）
※
軽
自
動
車

税
の
申
告
が
必
要
で
す 

❷
無
形
固
定

資
産
（
例
：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
特
許

権
） 

❸
耐
用
年
数
１
年
未
満
ま
た
は
取

得
価
格
10
万
円
未
満
の
償
却
資
産
で
、

税
務
会
計
上
固
定
資
産
と
し
て
計
上

し
な
い
も
の 

❹
取
得
価
額
20
万
円
未

満
の
償
却
資
産
で
、
税
務
会
計
上
3

年
間
で
一
括
償
却
し
て
い
る
も
の

【
構
築
物
】
看
板
、
駐
車
場
舗
装
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
テ
ナ
ン
ト
が
施
工
し

た
店
内
改
装
な
ど

【
機
械
お
よ
び
装
置
】
工
作
機
械
、
印

刷
機
械
等
の
各
種
産
業
用
機
械
類
、

防
霜
フ
ァ
ン
な
ど
の
農
業
設
備
類
な
ど

※
太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資
産
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
車
両
お
よ
び
運
搬
具
】
大
型
特
殊
車

両
、
運
搬
機
な
ど
（
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
の
対
象
を
除
く
）

【
工
具
・
器
具
お
よ
び
備
品
】

パ
ソ
コ
ン
・
コ
ピ
ー
機
な
ど
の
事
務
機

器
、理
容・美
容
業
用
機
器
、応
接
セ
ッ

ト
、
自
動
販
売
機
な
ど

    

◦
申
告
期
間
＝
令
和
5
年
１
月
4

　

  

日
㈬
～
1
月
31
日
㈫

  

◦
提
出
先
＝
税
務
課
ま
た
は
各
支

　

  

所
担
当
係

１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
の
こ
と
で
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
の
増
減
、
異
動
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
期
間
内
に
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

事業主の
皆さんへ

対
象
と
な
る
償
却
資
産
の
具
体
例

問答

◦問い合わせ＝
税務課固定資産税係

（☎ 23・1112）

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時
点
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
の
場
合
は
、

税
務
課
ま
た
は
黒
木
支
所
市
民
係
、
各
支

所
市
民
生
活
福
祉
係
へ
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、「
解
家

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き

　

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
評
価
額
を
算
定
す
る
た
め

に
、
税
務
課
職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
。

③
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

　

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、「
相

続
人
代
表
者
指
定
届
兼
固
定
資
産
現
所
有

者
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
け
出
は
、
相
続
登
記
が
完
了
す
る
ま

で
の
間
、
相
続
人
を
代
表
し
固
定
資
産
税

の
納
税
通
知
書
を
受
領
す
る
人
を
指
定
す

る
も
の
で
す
。
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転

登
記
は
別
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
人
代
表
者
を
変
更
す
る
場

合
は
、改
め
て
「
相
続
人
代
表
者
変
更
届
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
固
定

資
産
税
係（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）

家
屋
の
取
り
壊
し
、
新
築
・
増
築

お
よ
び
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い

問問

問問

答答

答答
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八
女
市
で
は
、
福
岡
県
お
よ
び
県
内
市

町
村
と
連
携
し
、
個
人
住
民
税
を
は
じ
め

と
す
る
地
方
税
の
徴
収
率
の
向
上
と
滞
納

の
縮
減
を
図
る
た
め
、
12
月
を
「
県
下
一
斉

徴
収
強
化
月
間
」（
取
組
期
間
11
～
12
月
）

と
位
置
づ
け
、
県
下
一
斉
に
広
報
に
よ
る

納
税
推
進
、
滞
納
者
に
対
す
る
催
告
の
強

化
、
差
し
押
さ
え
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索

等
の
滞
納
処
分
の
強
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

徴
収
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
納
め
忘
れ
の
税
金
が
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

《 

八
女
市
の
取
り
組
み 

》

▽
差
押
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
・
捜
索
等
滞
納
処

分
の
強
化
▽
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
参
加
予
定

　

滞
納
を
放
置
せ
ず
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。
災
害
や
事
業
の
休
廃
業
、
失
業
、
本

人
や
家
族
の
疾
病
等
の
特
殊
な
事
情
が
生

じ
た
た
め
に
市
税
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
、
分
割
納
付
な
ど
の
方

法
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

八
女
市
で
は
、平
成
27
年
度
か
ら
収
入

不
足
や
借
金
問
題
な
ど
の
金
銭
的
問
題
で

納
税
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー（
以
下「
Ｆ
Ｐ
」）に
よ

【
参
考
】
令
和
３
年
度
Ｆ
Ｐ
相
談
が
改

善
に
つ
な
が
っ
た
主
な
事
例

▽
家
族
全
員
の
収
支
を
見
直
し
、
無

駄
な
支
出
を
抑
え
、
借
金
の
返
済
や

納
税
に
つ
な
が
っ
た
。
▽
年
金
受
給
資

格
を
確
認
し
、
年
金
が
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
▽
ロ
ー
ン
を
見
直
し
、

毎
月
の
返
済
額
が
下
が
っ
た
分
で
納
税

に
つ
な
が
っ
た
。

◦
相
談
件
数
＝
76
件

◦
Ｆ
Ｐ
相
談
に
よ
る
納
付
額
＝
７
８
３

６
万
８
９
８
４
円

差
押
を
受
け
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

医療費通知を知っていますか？電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金について 　市では、国民健康保険加入者の皆さんに医療費

の実情や健康に対する認識を深めてもらうことを目
的にして、年 6 回医療費通知を各世帯に郵送して
います。受診状況を振り返り、健康な体作りや病気
の早期発見、早期治療を心がけてください。医療
費通知につきましては、市・県民税の申告時の医療
費控除の明細書として添付することができます。　        
　医療費通知に記載がないものや通知の到着前に
申告をされる場合は、領収書を基に手続きをお願
いします。不明な点は、健康推進課国民健康保険
係までお尋ねください。
※今後の発送予定
令和４年 9 月～ 10 月診療＝ 12 月末
令和４年 11 月～ 12 月診療＝ 3 月上旬
◦問い合わせ＝健康推進課国民健康保険係（☎
23・1116）

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による
負担増を踏まえ、特に家計への影響が大
きい令和 4 年度住民税非課税世帯等に対
して、1 世帯当たり 5 万円を給付する緊急支援給
付金が実施されます。給付の対象となる世帯には、
市から確認書を郵送します。また、予期せず家計
が急変し、同一の世帯に属する者全員のそれぞれ
の 1 年間の収入見込額（令和 4 年 1 月～ 12 月ま
での任意の 1カ月の収入を 12 倍して得た額）が住
民税非課税となる水準に相当する額以下になる世
帯も給付の対象になります。※家計が急変した世
帯は申請が必要です。
◦問い合わせ＝価格高騰緊急支援給付金直通ダイ
ヤル（☎ 24・9341）

令和３年度差押件数（差押による徴収額※差押による自主納付額を含む）
預貯金 不動産 動産（捜索） 国税還付金 生命保険 給与 賃料等

244 件
（13,345,044円）

1件
（5,494,500 円）

2 件
（2,221,929 円）

27 件
（1,303,487 円）

17 件
（2,468,981円）

29 件
（7,627,561円）

8 件
（3,117,394 円）

る
無
料
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
全
般
を
見
直
し
、安
定
し
た
生
活

お
よ
び
計
画
的
な
納
付
に
結
び
つ
け
る
方

向
性
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
納
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
税
金
の
種

類
に
応
じ
て
、
八
女
市
税
務
課
納
税
推
進

係
ま
た
は
県
税
事
務
所
の
収
納
窓
口
と
な

り
ま
す
。
必
ず
納
税
通
知
書
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
税
務
課
納
税
推
進
係

（
☎
２
３
・
２
６
６
６
）
▽
福
岡
県
筑
後
県

税
事
務
所（
☎
０
９
４
２・５
２・５
１
３
１
）

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
納
!! 

県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　
～
わ
す
れ
て
い
ま
せ
ん
か
「
納
税
」
を
～

12月は
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う
き
は
市
吉
井
町
千ち

年と
せ
の
小お

江え

の
集
落
の

中
、 

北き
た

新し
ん

川か
わ

沿
い
の
田
畑
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と

た
た
ず
む
石
塔
が
あ
り
ま
す
。
市
指
定
史
跡

の
正
し
ょ
う

平へ
い

塔と
う

（
写
真
）
で
す
。
こ
の
塔
が
建
て

ら
れ
た
の
は
正
平
18
年 （
1
3
6
3
）。 

中
世

の
南
北
朝
時
代
の
こ
と
で
す
。
南
北
朝
時
代

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
石
塔
は
福
岡
県
下
を
み
て
も

と
て
も
古
く
貴
重
な
物
で
す
。

　
当
時
、
日
本
各
地
で
南
朝
方
と
北
朝
方

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
た
地
方
豪
族
達
の
争

乱
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
平
14
年 

（
1
3
5
9
）、
大
規
模
な
戦
が
勃
発
し
ま
す
。 

関
ヶ
原
合
戦
、川
中
島
合
戦
と
並
ん
で
日
本
三

大
合
戦
と
も
呼
ば
れ
る
大
原
合
戦 （
筑
後
川

合
戦
）
で
す
。 

筑
後
川
を
挟
ん
で
両
軍
10
万

と
も
い
わ
れ
る
大
軍
が
戦
い
ま
し
た
。
こ
の
戦

い
は
結
果

と
し
て
南

朝
方
の
勝

利
に
終
わ

り
、
以
降

九
州
は
13

年
間
、
南

朝
勢
力
の

支
配
下
と

な
り
ま
す
。

　
正
平
塔
に
は
次
の
よ
う
な
銘
文
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。「
願が
ん

以に

此し

功く

徳ど
く
、
普ふ

及ぎ
ゅ
う

於お

一い
っ

切さ
い
、

我が

等と
う

與よ

衆し
ゅ

生じ
ょ
う、
皆か
い

共ぐ

成じ
ょ
う

佛ぶ
つ

道ど
う (

願
わ
く
ば

此
の
功く

徳ど
く

を
以
て
普あ
ま
ねく

一い
っ

切さ
い

に
及
ぼ
し
、
我
等

も
衆し
ゅ

生じ
ょ
うと

と
も
に
、
皆み
な

共と
も

に
沸ぶ
つ

道ど
う

に
成じ
ょ
うぜ

ん) 

正
平
十
八
年
七
月
十
八
日 

調し
ら
べ

衆し
ゅ
う

各
敬
白 

（
調
衆
各
々
敬
っ
て
白
す) 

」。 

銘
文
の
最
後

に
建
立
者
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
る 「
調
衆
」
と

は
、
星
野
氏
と
、
同
族
の
黒
木
氏
、
川
崎
氏

の
3
氏
を
総
称
す
る
も
の
で
す
。
星
野
氏
を

は
じ
め
彼
ら
も
ま
た
、
南
北
朝
の
動
乱
の
中

で
多
く
の
一
族
郎
党
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
銘
文
は
法
華
経
の
一
節
で
、
数
多
の
戦
の

中
で
散
っ
て
い
っ
た
南
北
両
軍
の
全
て
の
犠
牲

者
の
供
養
を
願
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま

す
。
正
平
塔
に
は
、
長
年
の
戦
乱
を
経
験
し

た
星
野
氏
ら
調
衆
の
、
平
和
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
石
に
は
太

古
の
昔
か
ら
不
思
議
な
力
が
宿
っ
て
い
る
と
信

じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
静
か
な
田
畑
の
中
で
忘

れ
去
ら
れ
た
よ
う
に
た
た
ず
む
正
平
塔
は
、
今

日
も
静
か
に
祈
り
を
捧
げ
続
け
て
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
う
き
は
市
生
涯
学
習
課

文
化
財
保
護
係
（
☎
0
9
4
3・7
5
・

3
3
4
3
）
／
八
女
市
文
化
振
興
課
文
化
振

興
係
（
☎
２
３・１
９
８
２
）

う
き
は
市

南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
④

◆
シ
リ
ー
ズ
◆

　
八
女
市
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
３

年
６
月
か
ら
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
メ

ン
バ
ー
と
し
た
「
八
女
市
立
中
学
校
等
制

服
検
討
委
員
会
」
を
組
織
し
、
機
能
性
・

耐
久
性
・
安
全
性
・
経
済
性
等
に
優
れ
、

誰
も
が
健
康
で
、
快
適
に
、
自
分
ら
し
く

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
制
服
に

つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
度た
び
、
令
和
５
年
度
の
新
入
生
か
ら
導

入
す
る
新
制
服
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

八
女
市
立
中
学
校
等
の
新
し
い
制
服
に
つ
い
てネクタイ・リボン ワッペン

灯籠のモチーフを
取り入れた

オリジナルデザイン

▶

WINTER 
STYLE

八女市を
表現した
ポイント

▶

SUMMER 
STYLE

伝統行事「万灯流し」
の灯籠を表現した柄
×べんがら色

※ボトムはスラックス、スカートなどの４種類から自由に選択することができます。

男女兼用型
▶ ▶

男女兼用型
▶ ▶

過
去
の
記
事
は
こ
ち
ら
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空
き
家
は
景
観
や
防
犯
、
防
災
上
な
ど
の
問
題
や
老

朽
化
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
な
ど
周
辺
や
地
域
へ
悪
影
響

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◦
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
＝
移
住
や
定
住
を
希
望
し
て
い

る
人
な
ど
に
空
き
家
の
情
報
を
公
開
し
、
市
が
所
有
者

と
そ
の
物
件
の
購
入
（
賃
貸
）
を
希
望
す
る
人
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
、
空
き
家
の
解
消
を
図
る
制
度

で
、
今
ま
で
に
山
間
地
を
中
心
に
80
件
を
超
え
る
成
約

に
至
っ
て
い
ま
す
。（
不
動
産
契
約
な
ど
は
空
き
家
バ
ン

ク
協
力
不
動
産
業
者
が
仲
介
を
行
い
、
市
は
関
与
し
ま

せ
ん
。）

◦
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
空
き
家
バ
ン
ク
（
定

住
対
策
課
定
住
対
策
係
／
☎
２
４
・
８
０
１
３
）、
福
岡

県
空
き
家
活
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
イ
エ
カ
ツ
」（
☎

０
９
２
・
７
２
６
・
６
２
１
０
）

　

空
き
家
を
有
効
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
「
八
女

市
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

「雛の里・八女
ぼんぼりまつり」
福島八幡宮での
結婚式カップル

募集！

福
岡
県
空
き
家
活
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
イ
エ

カ
ツ
」
の
ご
紹
介　

　

県
内
の
空
き
家
や
持
ち
家
に
お
住
い
の

方
を
対
象
に
、
空
き
家
の
活
用
等
に

詳
し
い
専
門
の
相
談
員
が
、
空
き
家

や
住
ま
い
の
終
活
に
関
す
る
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

空
き
家
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

コミュニティ助成事業で防火
広報用視聴覚資器材を整備

　（一財）自治総合センターの
行う宝くじの受託事業収入を
財源とするコミュニティ助成
金を活用して、八女消防本部
は、アンプスピーカーをはじ
めワイヤレスマイクやビデオ
カメラなどの防火広報用視聴
覚資器材を整備しました。
　防災訓練や防火教室等で
使用し、住民の皆さんの防火防災意識の向上に役
立てています。
　また、皆さんが訓練を計画する際の手がかりとな
る自主防災組織各種訓練マニュアルを掲載（二次
元コード参照）しています。訓練方法の説明や実施
要領を参考として、是非ご活用ください。

　新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、予定していた結婚式を延期・中止した
皆さん、結婚を予定している皆さん、福島八幡宮で結
婚式をしませんか。
◦日時＝▽ 2 月19日㈰午前／十

じゅう
二
に

単
ひとえ

と束
そく

帯
たい

の結婚式
（１組）▽ 3 月5日㈰午前、12日㈰午前／簡易十二単
と束帯の結婚式（１組）▽ 3 月5 日㈰午後、12日㈰
午後／簡易十二単と束帯のフォトウエディング（１組）
※応募多数の場合は抽選
◦会場＝福島八幡宮（本町 105）
◦費用＝▽結婚式 3 万円▽フォトウエディング 2 万円

（アルバム 2 ページ・写真データ付き）
◦申込締切＝12 月23日㈮必着
※ 3 月5 日㈰、12日㈰の衣装は、貸し出しの簡易十
二単衣と束帯姿または自分の着物など、選択できます。
◦申込・問い合わせ＝雛の里・八女ぼんぼりまつり実
行委員会事務局（観光振興課☎ 23・1192）

228

令和5 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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【作り方】
①玉ねぎ・人参は細かいみじん切りにし、耐熱容器に入れラ
ップをし、電子レンジ600ｗで２分加熱し冷ます。②ピーマン・
しめじを粗みじん切りにする。③鮭はたたいてミンチ状にし、
Aを加えてよく混ぜる。（フードプロセッサー等を使用する
と時間を短くできます）④ボウルに①・②・③・コーン・おか
ら・溶き卵・チーズの余りを加え、よく混ぜ合わせる。⑤電
子レンジ対応のリング型になたね油を塗り広げ、④を詰める。
ラップをかけて600ｗで6 ～ 7分加熱する。⑥⑤を皿に出し、
粗熱がとれたら、きゅうりを沿わせるようにかぶせ、その他
の材料も好みで飾りつける。

クックパッドの「八女市
のキッチン」で、過去に
紹介した「八女はおいし
い」のメニューを紹介
しています。
ご 活 用くだ
さい。

野菜と食べるサーモンローフ
～クリスマスリース仕立て～

エネルギー
たんぱく質
脂質
食物繊維
炭水化物
食塩相当量

138kcal
14.5g
5.7g
3.2g

36.8g
0.8g

1人分あたりの栄養価

　鮭の切り身と野菜、きのこを合わせたミートローフのア
レンジ料理です。電子レンジで簡単に作ります。
クリスマスのメニューにぴったり♪

【材料と下準備】5人分（リング型（直径17cm））
玉ねぎ…1/2個（120ｇ）、人参…70ｇ、ピーマン…１個

（40ｇ）、しめじ…40ｇ、コーン（ 冷 凍 ）…20ｇ、生 お
から… 40ｇ、溶き卵…１個分、鮭の切身…200ｇ（可
食部：170ｇ、骨と皮を除いておく）、なたね油…小さじ
１/2
A酒…大さじ1、すりおろしにんにく…小さじ1/2、塩…
少々、黒コショウ…少々、コンソメ（顆粒）…小さじ１/2

【飾りの材料】
きゅうり…１/2本（50ｇ、ピーラーでスライスし長さを半
分に切る）、スライスチーズ…１枚（星型で抜く）、ミニトマ
ト…3個、生ハム…2枚（リボンを作る）、フリルレタス…10
ｇ ※太字は八女産食材

～ ふるさとの恵み ～

八女はおいしい

◦日時＝1月19日㈭
10時～ 12時 （受付・
健康チェック９時30
分～9時50分）
◦会場＝かがやき

（立花）
◦参加費＝無料　
◦定員＝15人
◦持参物＝特定健診結果、筆記用具、八女市健
康ポイントカード
◦対 象 者＝市 在住の20歳～ 74歳の人で、
HbA1cが5.6 ～ 6.4（境界型）で糖尿病の治療
をしていない人 
◦内容＝血圧測定など健康チェック、市保健
師、管理栄養士による糖尿病予防と食事につ
いての講話など 
◦申込期間＝12月22日㈭～ 1月5日㈭
◦申込・問い合わせ＝健康推進課 保健指導係

（☎23・1352）

生活習慣病予防教室
（糖尿病予防）

ご意見記入欄　　（八女市広報R4.12.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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令
和
３
年
４
月
か
ら
、
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
な
ど
74
歳
ま

で
だ
っ
た
特
定
健
診
を
は
じ
め
と
す
る
保

健
事
業
を
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
な
っ
て
も
継
続
し
た
生
活
習
慣
病

等
の
重
症
化
予
防
、
心
身
機
能
低
下
に
伴

う
疾
病
の
予
防
、
介
護
予
防
事
業
な
ど
福

岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
広
域
連
合
と

連
携
し
な
が
ら
、
一
体
的
に
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
事
業
に
伴
い
、
健
康
推
進

課
に
新
し
く
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど

の
医
療
専
門
職
資
格
を
持
っ
て
い
る
「
保

健
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）」６
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
後
期
高
齢
者
健
診
（
お
お
む
ね
75
歳
以

上
の
人
対
象
の
健
診
）
は
、
お
済
み
で
す

か
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
各
地
区
で
の

健
診
や
医
療
機
関
で
の
健
診
を
受
け
た
後

の
検
査
結
果
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

健
や
か
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
食
事
や
運

動
な
ど
生
活
習
慣
の
工
夫
を
一
緒
に
考
え

な
が
ら
、
健
康
相
談
・
保
健
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
て
い

な
い
人
な
ど
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
人
を
訪
問
し
、
健
康
状
態
の

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
健
康
状
態
の
状

況
に
応
じ
て
、
後
期
高
齢
者
健
診
の
案
内

や
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
、必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

公
民
館
等
で
行
な
っ
て
い
る
サ
ロ
ン
な
ど

の
通
い
の
場
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

出
向
き
、
栄
養
や
健
康
に
関
す
る
講
話
や

健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
事
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 
保
健
指
導

係
＝
（
☎
２
４
・
8
1
6
3
）

健康だより ★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）

健 康 コ ラ ム

「高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業」
保健事業コーディネーターのご紹介

親子からだすこやか教室 ( 親子生活習慣病予防教室）のご案内

◦日時＝ 12 月 25 日㈰ 10 時～ 12 時（予約制・先着 10 組）
※ 12 月 16 日㈮までに申込要。
◦会場＝べんがら村 YAME テラス
◦対象者＝小学１年生から中学 3 年生とその保護者またはご家族
◦参加費＝ 無料
◦教室内容＝ 9 時 30 分～受付、10 時～ 12 時 保健師・管理栄養士の話「からだっておもしろい」
◦持参物＝筆記用具
◦申込・問い合わせ＝健康推進課 保健指導係（☎23・1352）

　冬休みに八女市内にお住いの親子を対象に、楽しく体の仕組みについて学習
する教室を実施します。保健師や管理栄養士のお仕事体験、見学もできます。
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【休日当番薬局】
八女筑後薬剤師会
ホームページ

（http://ycpa.info）

在宅医当番表

※変更になっている場合があります。

✚

12月4日（日）
中野内科循環器科（吉田） 25・3010

林医院（立花町） 23・5557

香月歯科医院（本村） 30・1333

12月11日（日）
なかしま胃腸科（蒲原） 25・6200

原医院（黒木町） 42・0336

山村歯科医院（筑後市） 0942・53・3106

12月18日（日）
八媛病院（本） 22・4176

角整形外科（黒木町） 33・2121

よしいずみ歯科（筑後市） 0942・42・3555

12月25日（日）
城戸医院（鵜池） 23・5303

冨田医院（黒木町） 42・0173

江﨑内科歯科医院（新庄） 22・5809

12月29日（木）
城戸医院（鵜池） 23・5303

耳納高原病院（星野村） 52・3135

12月30日（金）
麻生医院（宅間田） 23・5800

矢部診療所（矢部村） 47・2700

12月31日（土）
山田医院（本町） 23・4853

みやざき内科（立花町） 37・0008

大淵歯科医院（本村） 23・4823

もりみつ歯科クリニック（広川町）  31・1000

市の催しについてはホームページで確認、そのほかについてはお問い合
わせください。催しへの来訪の際はマスクの着用や検温にご協力ください。

（保）…保健師
（栄）…栄養士

…左記ヘ問い合わせ

…健診日です。詳しくは住民健
　診ガイド本　（広報八女5/1号
　折込）をご確認ください。

小学校就学前の成長
発達面に不安がある
人が対象です。
問子育て支援課こども未来係

（☎24・8282）※電話予約

乳幼児心理相談

心理士によるこころの相談

気軽にご相談ください

イベント
カレンダー
マークの見方

心理士相談 【要予約】

◦ … 要予約

市内在住の人が対象です。
12月21日㈬ 13:30～15:30／八女市立図書館
問健康推進課保健指導係（☎23・1352）

健 み きピ 移

健

問…問い合わせ

子

子

八女軽トラ市
9:00～12:00／八女観光
物産館ときめき駐車場／
問同実行委員会

（☎22・3131）

八女軽トラ市
9:00 ～ 12:00 ／八女観
光物産館ときめき駐車場
／問同実行委員会

（☎22・3131）

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場
み

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場
み

　移動ひろば◦
10:00～13:00／室岡公民館 
移

　移動ひろば◦
10:00～13:00／上陽公民館
移

　移動ひろば◦
10:00 ～13:00 ／東公民館
移

　マタニティさん集まれ
♪◦  「赤ちゃんのお世話
と沐浴体験」／託児ありり
／10:00～12:0010:00～12:00

み 　パパママ集まれ！◦
「クリスマス会」10:00～

み

31 3030

小・中学校体育
施設利用者の会
問八女市総合体育館
☎24・1230

「オリジナル
キャンドル作り」◦
13:30～15:30／定員6人
／100円／問多世代交流多世代交流
館☎22・2257

住民健診

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）　　  　23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）　  0942・53・7511
▼夜間小児救急医療受付（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日曜日小児救急医療受付（9:00 ～14:30）
【12月】4㈰ ・18㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【12月】11㈰・25㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯8000

「オリジナル
キャンドル作り」◦
13:30～15:30／定員6人
／100円／問多世代交流
館☎22・2257

　子育て相談◦  10:00～11:00
／ふじの里（黒木）／母子健康
手帳、タオル持参

子

　高田先生とおしゃべり会◦
10:00 ～12:00／みらい広場
み

　スペシャルｄａｙ◦
 「もこもこ先生と親子
遊び」10:30～12：00／

（12/2㈮締切）／ピコロ

ピ

10
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貼って活用
新型コロナウイルスの影響で中
止・延期になる場合があります。イベントカレンダー 

健康・子育て情報は、
ホームページや LINE で

（＠ yamecity）
（お知らせ受信設定にて選択）
LINE

ホームページ
（こども未来係）

ホームページ
（保健指導係）

Check健康推進課保健指導係
（☎ 23・1352）申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子育て支援課こども未来係
やめっこ未来館

（☎ 24・8282）

詳しくはホームページへ

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問☎24・9090
移動ひろば
問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（稲富 499）問☎24・8814
子育て支援施設 ピコロ

（黒木町桑原207／ふじの里内）
問☎42・3301

八女市 検索

健
み

き

ピ

移

子

12月

イ
ベ
ン
ト
は
入
場
料（
参
加
料
）不
要
の
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　ほんの森ぶっくるん
10:30～／きらきら
き　健康相談（保・栄）

10:00～11:00／共生の森 
健

　健康相談（保・栄）
10:00～11:00／立花市民センター
健

　健康相談（保・栄）
14:30 ～15:00 ／上陽支所 
健

　健康相談（保）
10:00～11:00／黒木支所
健

　健康相談（保）
10:30 ～11:00 ／星野支所
健

　健康相談（栄）
14:30～15:00／矢部支所
健

　4か月さん集まれ（7月生）◦　「産
後ヨガ」10:00～／みらい広場
み

　移動図書館の日
10:30 ～11:10／みらい広場
み

　わ・わ・WA!◦ 「X'masアレン
ジメント」／10:00～／きらきら
／要参加費

き

　すくすく子育て◦   「X'masシ「X'masシ
アター＆リース作り」アター＆リース作り」
10:00 ～／きらきら10:00 ～／きらきら

き

　すてきな誕生会◦
10:00～／きらきら
き

　つくろうね◦  「お正月飾り製作
」 10:30～11：30／（12/10㈯締切） 
／定員あり／託児あり／要参加
費／ピコロ

ピ

　はっぴぃバースデー◦ 「山
下照子さんのパネルシアター」
10:30～11：30／（１2/17㈯締切）
／ピコロ

ピ

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　移動ひろば◦ 10:00～
13:00／長峰保育所２階
移

　移動ひろば◦ 10:00～
13:00／矢部公民館
移

　乳幼児健診  3歳児（R1年11
月生）／やめっこ未来館 
子

　乳幼児健診  1歳6か月児（R3
年5月生）／やめっこ未来館 
子

　乳幼児健診 4か月児（R4年8
月生）／やめっこ未来館
子

　ベビーズクッキング◦
10:00～12:00／やめっこ未来館
／筆記具、離乳食冊子持参

子

　乳幼児健診  10か月児（R4
年2月生）／やめっこ未来館 
子

移　移動ひろば◦
10:00～13:00／かがやき 

　子育て相談◦  9:30～10:30
／やめっこ未来館／母子健康
手帳、タオル持参

子

29

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

12月の催し
■詩人 川﨑洋 展
期間＝1月22日㈰ま
で／月曜（祝日の場
合は翌日） ・年末年始休館
問八女市田崎廣助美術館

（☎24・8304）

　乳幼児健診  4か月児（R4年7
月・8月生）、10か月児（R4年1月・
2月生）／ふじの里 

子

八女観光サイト
には、今月のイ
ベント情報を掲
載しています。

■田代の風流
日時＝12月8日㈭13
時～／会場＝黒木
町田代地区／県指定無形
民俗文化財／問文化振興
課文化係（☎23・1982）

　移動ひろば◦  10:00～13:00
／長峰保育所２階
移

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移
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相談はお気軽にどうぞ
無料法律相談 【予約】
◦12月15日㈭・1月5日㈭ ／ 相談
　13:00～16:00／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00～17:00）
�◦12月9日㈮ 13:30～16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦12月16日㈮ 13:30～16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦12月23日㈮ 13:30～16:00 ／地域 
　福祉センター（上陽）※予約☎54・3629
◦12月16日㈮ 10:00～12:00／八女商
　工会議所※ 2日前から予約開始（☎
　22・5161）
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦12月20日㈫ 9:30～11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談
（法務局☎23・2603）
◦12月2日㈮13:00～16:00
　／おりなす八女研修棟
◦12月2日㈮13:00～16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月6日㈫9:00～12:00／矢部公民館
◦12月7日㈬13:00～16:00
　／市役所星野支所
◦12月9日㈮13:00～16:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月14日㈬13:00～16:00
　／立花市民センター
行政相談（総務課☎23・1224）
◦12月1日㈭ 13:30～16:00
　／社会福祉会館
◦12月12日㈪ 13:30～15:30
　／立花市民センター 2階
◦12月13日㈫ 13:30～15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月6日㈫9:00～12:00／矢部公民館
◦12月14日㈬9:00～12:00／星野支所2階
◦12月21日㈬ 9:30～12:00
　／ふじの里（黒木）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦12月9日㈮ 13:30～16:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月16日㈮ 13:30～16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦12月7日㈬、21日㈬13:30～16:00
　／社会福祉会館
◦12月14日㈬ 9:30～12:00／かがやき（立花）

◦12月21日㈬ 9:30～12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦12月28日㈬ 13:30～16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談
（福祉課☎23・1335）
◦12月20日㈫ 13:00～14:30
　／八女市役所 103会議室
◦12月9日㈮ 10:00～12:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月22日㈭ 10:00～12:00
　／星野支所
定例税務相談会
◦12月12日㈪10:00～15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦12月19日㈪13:30～16:30 ／八女
　商工会議所 ※予約（☎22・5161）
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課福祉総務係☎24・8030）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている人はご相談ください。
◦��平日 8:30～17:00
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　☎0942・33・6192
こども相談室（家庭児童相談室） 【予約】
◦平日 9:00～17:00 
　本庁内（☎23・1448）
　黒木支所内（☎42・1800）
精神保健福祉相談 【予約】
心配事は一人で考えず、専門家に相談
してください。精神科の医師や保健師
がこころに関する相談に応じます。
◦�第1～第4月曜日 14:30～16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）☎0944・72・2176

弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦�毎週火曜 13:30～16:00 ／社会福祉

会館（☎0942・30・0144）
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》
◦�平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00

※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�平日8:30～16:30 ／八女市消費生

活センター☎23・1183
教育相談
◦�平日9:00～17:00 ／八女市教育委員

会☎0120・784・110
無料弁護士相談【予約】
◦�毎月第1水曜13:00～15:00 ／第2・

4水曜18:30～20:30 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
（電話相談または来訪 ※来訪は要予約）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦�平日 9:00～17:00／☎24・9422
教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00～17:00、第1・第3土日9:00

～16:00 ／ひとり親サポートセン
ター☎092・584・3931

福岡県あすばる相談ホットライン
◦�毎日9:00～17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦�月～金17:00～24:00、土日祝9:00

～24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

　ひとり親家庭を対象に、
就業支援等を行っています。
◦久留米ひとり親サポート
センター（☎ 0942・32・1140）

電 話 相 談

ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。（市内 2 か所）
①八女市高塚 191（共生の森内）
月～金・第 2 土曜日
9:00 ～ 17:00 開館（☎ 22・8315）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）

場所が
変わり
ました
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八女市立図書館（本館）☎22・2504
本館の開館時間＝平日10時～ 20時

　　　　　　　　土日祝10時～18時

対象＝幼児～小学生
★本館＝3日、10日、17日、24日  ※いずれも土曜日14時～
　　　　24日のみ 2回開催　①10時30分～ ②14時～
★黒木分館＝3日㈯10時30分～

★12月のおはなし会

上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

分館の開館時間＝　
9 時～17時30分

図書館だより

対象＝０～２歳児
♥本館＝4日 ㈰、17日 ㈯　11 時～　2 階研修室
♥黒木分館＝ 24日 ㈯ 10時30分～　おはなしコーナー

♥12月のあかちゃんおはなし会

♣12月の館内整理日（全館休館）は23日㈮、
　年末年始の休館日は12月29日㈭～1月4日㈬

♣本館休館日＝ 月曜、館内整理日
♣上陽・立花・矢部・星野分館休館日＝月曜、祝・休日、館内整理日
♣黒木分館休館日＝火曜、祝 ･ 休日、館内整理日

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

☎ 22・5332
おりなす八女 ホームページ

　図書館利用カードは 5 年間の有
効期限があり、住所や電話番号な
どの確認をしています。更新対象
者には有効期限の 30 日前から図
書館カウンターで、貸し出し手続
きの際にお知らせしています。
◦更新手続きに必要なもの＝図書
館利用カード、現住所を確認でき
るもの（運転免許証・健康保険証
など）、市外在住者は、市内に通勤・
通学していることがわかるもの（学
生証・社員証・健康保険証など）

　パネルシアター、
人形劇を一緒に楽
しみましょう。
◦日時＝12月17日
㈯ 10時30分～
◦会場＝ふじの里 多目的ホール
◦出演＝なかよし文庫（八女市立
図書館ボランティア）
◦定員＝ 20 人（予約不要）
◦問い合わせ＝八女市立図書館黒
木分館（☎ 42・0400）

利用カードの更新手続き利用カードの更新手続き

わら細工 生活用品としめ飾り

おすすめ本紹介おすすめ本紹介

瀧本広子・大浦佳代／編　農文協

　日本のくら
しを支えてき
た「わら」の
事を知ること
ができます。
　今度のお
正月は手作り
のしめ飾りに
挑戦してみませんか。

クリスマスおはなし会クリスマスおはなし会
　　　　　　　　（黒木分館）　　　　　　　　（黒木分館）

持田めり＆王持田めり＆王  文強文強
パネル展パネル展子ども食堂【中国料理】子ども食堂【中国料理】

17日(土)のみ17日(土)のみ

10：00～17：0010：00～17：0011：30～13：0011：30～13：00

未来ある子どもたちのための

やめいろ国際交流 vol.1
はちひめホール
はちひめホール12/1712/17(土)(土)＆＆1818日(日)日(日)

変面変面
ワークショップワークショップ

変面の変面の

絵付け絵付け

体験もあるよ！体験もあるよ！

 
主催・お問い合せ： (一社) 八女国際交流協会    ☎090・7382・6650　　後援： 八女市・八女市教育委員会  

チケット発売中

（全席指定）
こども  11,000 円

大      人大      人 33,000 円１２/１８●日
ハーモニーホール13:30開演

時代時代の 命の時代時代の 命の輝きの瞬間を琵琶輝きの瞬間を琵琶の音で紡ぐの音で紡ぐ
やめいろやめいろ for the future vol.2for the future vol.2  

琵琶琵琶

演奏会演奏会

（当日500円増）
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ＦＭ八女（80.1MHz）

オレンジ講座

　八女市では、認知症に対する正しい知識と理解を持ち、認知症高齢者などにやさしい地域づくりに取り組んでい
ます。その取り組みの１つとして、より多くの人が認知症について知り、正しく病気を理解することを目的としてオレ
ンジ講座を行っています。
　オレンジ講座は、FM 八女のラジオを通して認知症について学ぶ番組です。毎月認知症に関する講話を放送して
いますので、ぜひお聞きください。

⃝問い合わせ＝介護長寿課 地域包括支援係（☎２４・９４６６）

♪放送時間♪
○毎週月／金曜日　11 時10 分～、17 時10 分～
１か月間毎回同じ内容を放送しているので、聞き逃しても大丈夫です！
好きな時間に聞いてください♪

1月放送

認知症の方やご家族への支援認知症の方やご家族への支援

重野成美さん重野成美さん
パーソナリティー

放送内容

12月放送

認知症の人たちの想い・認知症の人たちの想い・
サポーター養成講座についてサポーター養成講座について

川島豊輝さん川島豊輝さん
パーソナリティー

放送内容

3月放送

認知症の診断と治療について認知症の診断と治療について

パーソナリティー

放送内容

國芳浩平先生國芳浩平先生

2月放送

認知症カフェひるよけについて認知症カフェひるよけについて

認知症カフェ認知症カフェ
協力隊協力隊

パーソナリティー

放送内容

11月放送

脳の健康寿命を延ばそう脳の健康寿命を延ばそう

檜室美恵子さん檜室美恵子さん
パーソナリティー

放送内容

4月放送

オレンジカフェについてオレンジカフェについて

石川雄介さん石川雄介さん
パーソナリティー

放送内容
中園淳子さん中園淳子さん
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日付 時間 テーマ 内容 講師

第3 回
12 月19 日㈪ 10 時～12 時 糖尿病予防

糖尿病について知ろう
（講話・体操）

管理栄養士・健康運動指導士
　　綾部 美津子 さん

第4 回
1 月23 日㈪ 10 時～12 時 口腔ケア

健康はお口から！！
自分でできるフレイル予防

（講話・実技）

歯科衛生士 内藤 真理子さん
管理栄養士・健康運動指導士

　　綾部 美津子 さん

人生100年教室
「オンライン型」参加者募集

　65 歳以上の市民を対象に、人生100 年教室「オンライン型」を市内各地域で同時配信し、全6 回シリーズで開
催しています。この教室は生活習慣病・認知症についての予防講座を実施することで、介護予防に対しての正し
い理解、重症化予防・進行遅延の方法の習得・普及啓発を目的としています。参加費は無料です。多くの皆さんの
参加をお待ちしています。

※第5回以降の日程　第5回＝2月6日㈪、第6回＝3月13日㈪
◦会場＝八女市社会福祉会館大会議室、立花市民センター、黒木支所大会議室、上陽地域福祉センター、星野
支所、矢部公民館
◦申し込み・問い合わせ＝介護長寿課地域包括支援係（☎24・9466）、各支所担当係

もの忘れ予防検診
（黒木地区）

　最近「もの忘れが気になる」と心配
している人を対象に簡単な認知機能の
検査と認知症専門医（筑水会病院）に
よる検診を行います。結果に応じて相
談対応や専門医療機関の紹介を行いま
す。
◦日時＝令和 5 年 1 月 16 日㈪ 14 時～
16 時（1 人 1 時間程度）
☆新型コロナウイルス感染症対策のた
め、受付時間を分けています。詳細に
ついては申込後に連絡します。
◦会場＝黒木支所
◦参加費＝無料
◦対象者＝おおむね 65 歳以上の「もの
忘れ」が気になる人で認知症専門医療
機関を受診していない人
◦定員＝ 10 人
◦申込期間＝ 12 月 1日㈭から（先着順）
◦申込方法＝電話で申込を受け付けを
します
◦問い合わせ＝介護長寿課地域包括支
援係（☎ 24・9466）
◦今後の日程＝八女地区（令和5年3月）

成年後見制度無料相談会（立花地区）
　成年後見制度について、実際に後見業務を行っている社
会福祉士による無料相談会を実施します。成年後見制度に
関するお悩みを持っている人、成年後見制度はどのようなも
のか知りたい人はぜひお申込み下さい。家族や関係者からの
相談もできます。
◦日時＝ 12 月 21日㈬ ①13 時②14 時③15 時（各 1 人）
◦会場＝立花支所　◦参加費＝無料
◦申込期間＝ 12 月1日㈭から（先着順）
◦今後の開催日程＝八女地区（令和 5 年 2 月）
◦申込・問い合わせ＝介護長寿課地域包括支援係（☎ 24・
9466）

「一緒に活動する仲間を募っています」
　八女広域シルバー人材センターでは、例年、地域の清掃
ボランティアを行っています。今年も多くの会員が参加し、
ボランティアを通じてシルバー人材センターのＰＲを実施し
ました。
　長年培ってきた知識や経験
を活かし、生きがいや社会参加
および地域貢献につながるシル
バー事業に参加してみませんか。
◦問い合わせ＝八女広域シル
バ ー 人 材 セ ン タ ー（☎ 22・
7430）、各出張所
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なぜ人権なぜ
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し
ま
す
。

　
職
場
は
多
様
な
背
景
や
価
値
観
を

持
つ
人
々
が
集
ま
り
、
協
力
し
て
業
務

を
行
う
場
で
す
。
立
場
が
異
な
っ
て
も

相
手
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
、
お
互
い

を
尊
重
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感

染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解
消
を

目
的
に
、
1
9
8
8
年
、
世
界
保
健

機
関
（
W
H
O
）
に
よ
り
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
エ
イ
ズ
は
、
H
I
V
感
染
に
よ
り

免
疫
力
が
低
下
し
た
結
果
引
き
起
こ
さ

れ
る
病
気
で
す
が
、
現
在
の
医
療
に
お

い
て
は
、
そ
の
発
症
を
抑
え
て
H
I
V

感
染
前
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
正
し
く
予
防
し
、
過
剰
に
恐
れ

ず
冷
静
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

　
2
0
0
4
年
の
障
害
者
基
本
法
の

改
正
時
に
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
障
が
い
の
あ
る
人
の
参
加
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
社
会
の
理

解
や
配
慮
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ず
、

そ
の
た
め
自
立
や
社
会
参
加
が
阻
ま
れ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
の
し
く
み
を
つ
く
っ

て
い
る
の
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
意

識
と
行
動
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
の

人
権
問
題
は
、
誰
に
と
っ
て
も
他
人
事

で
は
な
く
自
分
事
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
1
9
4
8
年
の
世
界
人
権
宣
言
採

択
を
記
念
し
、
わ
が
国
で
は
毎
年
12

月
4
日
～
10
日
を
人
権
週
間
と
定
め
、

特
に
人
権
の
大
切
さ
を
振
り
返
る
期
間

と
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
に
は
、

全
て
の
人
が
「
差
別
を
な
く
そ
う
と
す

る
側
」
に
立
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
と
思
え
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
人
権
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
2
0
0
6
年
に
施
行
さ
れ
た
「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

人
拉
致
問
題
は
早
急
な
解
決
が
望
ま
れ

る
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
風
化
さ
せ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
北
朝
鮮
当
局
が
引
き
起
こ
し

た
問
題
に
つ
い
て
、
朝
鮮
半
島
に
住
む

一
般
市
民
や
、
日
本
で
生
活
す
る
朝
鮮

半
島
に
つ
な
が
り
の
あ
る
人
々
に
責
任

は
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
差
別
・
偏
見
が
生
じ
な
い

よ
う
十
分
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　
　　

　

なぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）

なぜ

ど
ん
な
人
権
問
題
も
、

当
事
者
は
「
わ
た
し
」

12
月
1
日
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

12
月
3
日
～
9
日「
障
害
者
週
間
」

12
月
「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

撲
滅
月
間
」

■
ス
テ
ー
ジ
催
し

◦
日
時
＝
12
月
10
日
㈯
13
時
開
会

（
12
時
開
場
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
大
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝

①
市
立
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
人

権
作
文
発
表

②
講
演
会

　

講
師
＝
安
田
浩
一
さ
ん

　

演
題
＝
「
抵
抗
者
た
ち
～
差
別

と
闘
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト
～
」

■
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

◦
日
時
＝
12
月
3
日
～
11
日
の
期

間
中
展
示

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
情
報
発

信
コ
ー
ナ
ー
周
辺

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
不
要
・
参

加
無
料
。
詳
細
は
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
、
市
H
P
を
参

照
く
だ
さ
い
。

ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
八
女

2
0
2
2
開
催

12
月
10
日
～
16
日
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

12
月
4
日
～
10
日
「
人
権
週
間
」

12 月＝職場のハラスメント撲滅月間
1 日＝世界エイズデー
3 日＝国際障害者デー
3 日＝障害者週間（～ 9 日）
4 日＝人権週間（～ 10 日）
10 日＝国際人権デー
10 日＝北朝鮮人権侵害問題
　　　  啓発週間（～ 16 日）
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「いわいの郷」歴史講座

八女市岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」

「いわいの郷」体験イベント

◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわい
の郷」（☎ 24・3200 ／N24・3210）月曜休館 
※掲載のイベントについては、新型コロナウイルス感
染拡大状況により、中止や延期となる場合があります。

　「筑紫君磐井の乱」の後、「肥君」はかつ
て磐井が支配していた地域に大和政権の
後押しもあって進出します。後の筑前国志摩郡もそ
の一つで律令国家の下で「郡司」として君臨します。
その「肥君」の活躍等を紹介しつつ、かつて磐井と同
盟関係にあった諸豪族の動向について考えます。
◦講師＝瓜生 秀文さん（糸島市地域振興部文化課 
主幹）
◦日時＝12月24日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
◦定員＝ 40人（先着順・要申込）
◦申込受付開始＝ 12 月１日㈭

　ＵＧＥによるギターアンサンブル
の演奏会です。
◦日時＝12月24日 ㈯17時30分～
◦会場＝古陶星野焼展示館
◦曲目＝クリスマスソングメドレーほか
◦入館料＝ 160 円
◦申込・問い合わせ＝星野公民館（☎ 52・3115）

星野公民館
クリスマスコンサート

　クリスマスだけ、お正月だけ
じゃ、もったいない。わらでしめ
縄を編んで、クリスマスにもお
正月にも飾れるかわいいリースを
作ってみませんか？
◦日時＝12 月18日㈰ 13 時～ 16 時
◦集合場所＝げんき館おおぶち
◦参加費＝1人 1,000 円
◦定員＝ 20 人（先着順・要予約）
◦申込方法＝電話（☎ 24・8217）かメール（Qge
nkikanoobuchi@gmail.com）で参加者氏名・
連絡先を伝えてください。
※小学校低学年以下の子どもの参加は、保護者同
伴。大人だけでの参加も大歓迎です！

筑紫君・肥（火）君・宗形君

【学校教育課へ】
大坪  修　　金一封
大坪  公子　金一封
大坪  茂　　金一封

大坪  由里子　金一封
白川  毅　　　金一封
白川  理香　　金一封

寄附のお礼　※敬称略

　新年の門出を世界で一つだけのしめ縄で
迎えませんか。おひとりでもご家族でもお
気軽に参加ください。
◦日時＝12 月17日㈯ 10 時～12 時
◦対象者＝どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
◦定員＝15 人（先着順・要申込）
◦参加費＝300 円
◦申込受付開始＝ 12 月１日㈭

しめ縄作り

映画「夢みる小学校」上映会
市民との協働によるまちづくり提案事業

　ありのままの自分でいられる、子どもファーストな
学校とは？わくわくが止まらない、希望あふれる「ミ
ライの教育ドキュメンタリー」です。
　上映後に参加者の皆さんと語り合う会を行います。
◦日時＝１2月25日㈰  10:00 ～・14:00 ～
◦場所＝おりなす八女小ホール
◦会費＝大人 600 円（18 歳以下無料）
◦主催＝ひまわりの会八女・筑後
◦申込・問い合わせ＝同会事務局（☎ 090・9580・
3875 ／担当：國武）

２WAYしめ縄リースづくり
げんき館おおぶち実施事業

　「パンづくりをしてみたい
けど、発酵が面倒だし、時間
もかかるから…」と思って
いませんか。そんな人におす
すめのパンづくり講座です。
◦日時＝１月12日・26日㈭ 10時～12 時
◦場所＝八女市西公民館調理室・和室
◦講師＝生駒尚子さん
◦材料費＝1,500 円（全２回分）
◦定員 =16 人（多い場合は抽選）　◦受講料＝無料
◦申込期間＝12 月1日㈭～15日㈭
◦申込・問い合わせ＝八女市中央公民館（☎ 24・
8121）※日・祝日を除く9 時～１７時

超簡単！パンづくり講座
八女市中央公民館講座　＝受講生募集＝
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※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

　11月 4 日 ㈮、「 第
三十三回伊藤園お～
いお茶新俳句大賞」
の中学生の部大賞
に選ばれた栗原唯奈
さん（福島中）が市
長を表敬訪問しまし
た。
　この新俳句大賞は、㈱伊藤園が平成元年度から行っ
ている俳句コンテストで、33 回目の今回は、総数 52
万人 195 万句（中学生の部は 14 万人 50 万句）の応
募がありました。
　大賞をとった句は「単身の 父住む街の 冬銀河」で、
単身赴任中のお父さんと離れて暮らす寂しさを表現し
たものとなっています。

50 万句の応募の中から大賞に

　10 月 16 日 ㈰、
さわやかな秋晴れ
の中、第 49 回矢部
地区・矢部清流学
園合同体育祭が開
催されました。
　コロナ禍で３年
ぶりの開催となった体育祭は、地域の和、世代間の交
流などを広げる場として矢部地域づくり協議会と矢
部清流学園が実行委員会を立ち上げて取り組まれた
ものです。
　当日は「絆・みんなで楽しい体育祭にしよう！」の
スローガンのもと、学校と地域が一体となって、地域・
世代を越えた絆を深める良い機会となりました。

秋晴れの中、学校と地域の合同運動会

　9 月 17 日㈯、八 女
ロータリークラブ主催
で、森（矢部川源流）を
労り、海（有明海）を守
るプロジェクトとして、
矢部川水源かん養地 ｢
源流の森｣ を護る整備奉仕作業が行われました。
　この活動は、筑後川・矢部川の分水嶺として、釈
迦岳、御前岳連峰など大切な自然（森と海）を次世代
の子どもたちに残していくことを目的に行われていま
す。今回は八女ロータリークラブ会員15 人が参加し、
草刈りなど精力的に行いました。

源流の森を守る清掃奉仕活動

　八女市スーパー
スクール「世界自
然遺産 屋久島で登
山」を10 月8日㈯
～10日㈷に開催し、
小学５年生から中
学３年生までの 16
人が参加しました。
　登山では、九州で一番標高の高い宮之浦岳を目指
す予定でしたが、荒天が見込まれたため目標を黒味
岳に変更し、雨模様の中での登山となりました。安全
確保のために途中から 2 グループに分かれての行動
となり、9 人が黒味岳に登頂できました。
　その他、屋久島環境文化村センターや屋久杉自然
館を訪れ、自然や文化に関する学習等を行いました。
変わりやすい天候に翻弄された３日間でしたが、自然
の美しさ、雄大さを感じ、同時に厳しさも体験するこ
とができました。

屋久島の自然を体感

　11月 6 日 ㈰の第 33 回八女くろぎふるさと祭りを
皮切りに、13 日㈰の第 34 回八女上陽まつり、八女
星のまつり等が行われ、3 年ぶりに各地で開催され
た秋祭りは多くの人出でにぎわいました。
　星のまつりのステージイベント「第 30 回九州和太
鼓フェスティバルを」はじめ、各祭りのステージショー
には観客から大きな拍手が送られました。また、地元
特産品や農産品のバザー、屋台の出店なども盛況で、
秋の山里に祭りを楽しむ歓声が響きました。

３年ぶりに各地で秋祭りを開催

子どもたちに大人気の
「ふわふわ遊具」

▼

祭りグルメの定番屋
台にも長蛇の列

▼

祭り定番の「射的」
も大人気

▼
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株
式
会
社
イ
ズ
ミ
と
地
域
活
性
化

包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

10
月
27
日
㈭
、
八
女
市
と
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女

を
展
開
す
る
株
式
会
社
イ
ズ
ミ
は「
地
域
活
性
化

包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
受
付
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
お
よ
び
予
約
支
援
等
の
窓
口
設

置
に
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
店
内
の
一
部
を
提
供

す
る
な
ど
、
市
政
の
推
進
に
ご
支
援
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
域
活
性
化
お

よ
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
さ
ら
な

る
連
携
を
深
め
ま
す
。

　

今
回
新
た
に「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
（
食
品
の

寄
付
活
動
）」と「
移
動

図
書
館
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
事
業
」を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。移
動
図
書

館
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ

さ
い
。

コロナ対策に寄付金をいただきました
　明治安田生命保険相互会社

（春田弘樹八女営業所長）から、
「私の地元応援募金」として寄
附金をいただきました。これは、
同社が実施している社会貢献活
動の一環で「新型コロナウイル
ス拡大防止に従事している皆さんに対し、何かできる
ことはないか」と行われた取り組みです。
　10 月26 日㈬に行われた贈呈式で、春田さんは三
田村市長に「地元がいつまでも活気あふれる場所で
あることを願い、地域住民の健康づくりや暮らしの充
実に向けて、支援を継続していきたい」と話しました。

　

第
61
回
八
女
市
民
体
育
大
会
の
大
会
結
果
を
紹
介
し
ま
す（
各

競
技
・
部
門
１
位
の
み
／
大
会
終
了
分
の
み
／
敬
称
略
）。
詳
細

は
八
女
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

■
剣
道（
10
月
10
日
／
立
花
体
育
館
）
▼
小
学
生
団
体
＝
上
陽
少
年
剣

道
ク
ラ
ブ 

▼
小
学
１
・
２
年
生
の
部
＝
松
鵜
希
彩（
劍
志
館
） 

▼
小
学
３

年
生
＝
松
浦
奈
（々
や
っ
と
る
館
） 

▼
小
学
４
年
生
＝
渡
辺
美
礼（
上
陽
）

▼
小
学
５
年
生
＝
山
科
魁
星（
星
野
） 

▼
小
学
６
年
生
＝
中
島
将
希（
上

陽
）
▼
中
学
女
子
＝
高
巣
愛
美（
八
女
学
院
中
） 

▼
中
学
１
年
生
＝
吉
原

愛
騎（
黒
木
中
） 

▼
中
学
２
年
生
＝
中
村
太
一（
上
陽
）　

■
柔
道（
10
月

9
日
／
八
女
市
総
合
体
育
館
）
▼
団
体
戦
小
学
生
＝
黒
木
大
明
館　

■

弓
道（
10
月
9
日
／
八
女
市
弓
道
場
）
▼
近
的（
一
般
）＝
大
藪
巧 

▼
近

的（
学
生
）＝
和
田
彩
菜（
福
島
高
校
） 

▼
点
数
的
＝
大
藪
巧　

■
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
10
月
16
日
／
八
女
市
総
合
体
育
館
）
▼
一
般（
男
子
）

＝
Ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
▼
一
般（
女
子
）＝
そ
ら
ぼ
う　

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
10
月

16
日
／
桜
公
園
運
動
広
場
）
▼
一
般
＝
Ｈ
Ｋ
ク
ラ
ブ　

■
テ
ニ
ス【
ダ
ブ

ル
ス
大
会
】（
10
月
10
日
／
八
女
市
庭
球
場
）
▼
一
般
の
部（
男
子
）＝
牛

島
啓
多
郎
・
金
納
公
太
朗 

▼
初
級
の
部（
男
子
）＝
大
渕
健
吾
・
大
藪
輝

生 

▼
一
般
の
部（
女
子
）＝
堤
美
砂
子
・
牛
嶋
真
理
子　

■
卓
球
（
10
月

9
日
／
八
女
市
総
合
体
育
館
）
▼
一
般
ダ
ブ
ル
ス（
男
子
）
＝
西
塔
竜
也
・

加
藤
田
祐
輝（
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
Ｈ
Ｋ
Ｃ
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
ダ
ブ
ル
ス（
男
子
）

＝
牧
口
健
次
郎
・
宮
﨑
啓
光（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
ダ
ブ
ル
ス

（
女
子
）＝
穴
見 

ミ
ヨ
子
・
松
尾
妙
子（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）
▼
一
般
シ
ン
グ
ル

ス（
男
子
）＝
石
崎
翔
太（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）
▼
一
般
シ
ン
グ
ル
ス（
女
子
）＝
木

下
柚
姫（
八
女
農
業
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
）
50
～
65
歳

＝
宮
川
和
弘（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
）
66

歳
以
上
＝
牛
島
修（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ン
グ
ル
ス（
女

子
）50
～
65
歳
＝
大
隈
美
保（
サ
ウ
ス
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ン
グ
ル
ス（
女

子
）66
歳
以
上
＝
小
川
和
子（
サ
ウ
ス
）　

■
少
林
寺
拳
法（
10
月
9
日
／

少
林
寺
拳
法
八
女
道
場
）
▼
年
少
単
独
演
武（
低
学
年
）＝
甲
木
一
絆 

▼

年
少
単
独
演
武（
高
学
年
）＝
古
野
由
依 

▼
年
少
単
独
演
武（
中
高
生
）＝

松
尾
星
明
來 

▼
年
少
低
学
年
組
演
武
＝
甲
木
一
絆
・
丸
山
純
弥 

▼
年
少

高
学
年
組
演
武
＝
田
島
義
基
・
太
田
黒
太
一 

▼
中
高
生
組
演
武
＝
松
尾

大
雅
・
秋
吉
あ
お
い 

▼
年
少
低
学
年
運
用
法
＝
甲
木
一
絆 

▼
年
少
高
学

年
運
用
法
＝
丸
山
純
弥 

▼
中
高
生
運
用
法
＝
松
尾
星
明
來

第
61
回
八
女
市
民
体
育
大
会 

大
会
結
果

オクトーバー・ラン
アンドウオーク
住民参加率と累計歩数で全国１位！
　10 月の 1か月間に開催された「オクトーバー・ラ
ン＆ウオーク 2022」が終了しました。今年の八女市
の参加者は 1,200 人を超え、住民参加率全国 1 位、
累計歩数でも全国 1 位となりました（人口 5 万～ 10
万人の市町村カテゴリ）。
　主催者からは「オンラインで歩く・走るイベントは
いかがでしたか。このイベントをきっかけに、スポー
ツ意欲が喚起され、健康増進に少しでも役に立って
いれば幸いです」とのメッセージが寄せられました。
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※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

　11月3日㈷、八女公
園の坂本繁二郎画伯寿
像前で、八女の自然と
風土を愛した画伯の業
績をたたえ、遺徳をしの
ぶ「帰居祭（主催＝八
女市・八女文化連盟）」
が行われました。献茶や献吟、献曲などのほか、坂本
繁二郎画伯をテーマにした小中高校生の作文発表が行
われました。作文発表者は次のとおり( 敬称略 )。
　穴見彩葉（忠見小学校 6 年）、松延星空（西中学校
２年）、大木柚佳（福島高等学校１年）。

坂本繁二郎画伯をたたえ「帰居祭」開催
　１1月2日㈬～27日㈰に第66回八女総合文化祭（八
女文化連盟主催）がおりなす八女や八女文化会館など
で、11月5日㈯～ 8日に第 51回くろぎ文化祭（くろ
ぎ文化連盟主催）が黒木開発センターや黒木体育館、
ふじの里などで行われ、多くの人が訪れ、展示や舞台
発表を楽しみました。

八女・黒木文化連盟文化祭

　11 月 3 日 ㈷、
県指定無形民俗
文化財の旭座人
形芝居本公演が
黒木町笠原の旭
座人形芝居会館
で行われました。
外題に「寿式三番叟」（旭座人形芝居保存会）、「傾城
阿波鳴門」巡礼歌の段（黒木小学校児童）、「壺坂観
音霊験記」山の段（旭座人形芝居保存会）が演じら
れました。保存会では 6 月から稽古に取り組み、３年
ぶりの公演は大盛況のうちに終了しました。
　保存会からは「真剣に、楽しんでやってもらうこと
をモットーにやってきた。大盛況で、公演ができなかっ
た 2 年分を取り戻せた」という声が寄せられました。
　また、地域の農産物やヤマメの直売も大好評でした。

3 年ぶりに旭座人形芝居本公演開催

　市では、各公民館を中
心の活発に社会教育活動
が行われており、市民の生
きがい作りにつながってい
ます。黒木公民館のある
黒木開発センターは、文
化連盟の催しをはじめ八女茶山唄日本一大会などが行
われています。この施設は建設から50 年を経過して
おり、施設の老朽化が進んでいましたが、8 月29日に
堤猛さん（本町）から、開発センター大ホールの音響
機器一式を寄贈していただきました。

文化・社会教育活動に役立てます

八女文化連盟
華道部の展示

くろぎ文化祭
芸能大会の一幕

　9 月7日㈬～10日
㈯の 4日間、岩戸山歴
史文化交流館いわい
の郷で八女市シニア
クラブ連合会八女支
部の創作品展が行わ
れました。
　シニアクラブ会員の書や絵画等の力作が展示され、
訪れた人は作品に見入っていました。

八女市シニアクラブ創作品展を開催 　10 月13日㈭、令和４年度
福岡県公民館連合会で優良
公民館として八女市黒木公
民館が表彰され、安徳和幸
公民館長が教育長を表敬訪
問し、受賞を報告しました。
　公民館が学校と地域をつなぐパイプ役となって、学
校支援や放課後学習支援活動、体験活動に取り組み、
幅広い住民の参画を実現できている点などが評価され
ての表彰となりました。

地域学校協働活動が評価され

▼

▼



広報八女 2022.12.125

弾道ミサイル落下時の弾道ミサイル落下時の
行動について行動について
　弾道ミサイルは、発射からわずか 10 分もしないうちに
到達する可能性もあります。
　ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、国か
らの緊急情報を瞬時に伝える「J アラート」を活用して、
防災ラジオで特別なサイレン音とともにメッセージを流
すほか、緊急速報メールなどにより緊急情報をお知らせ
します。
◦弾道ミサイル情報を感知したら…

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

◦ミサイル情報の収集手段は…

❶速やかな避難行動
❷正確かつ迅速な情報収集

J アラート　　　　　　（例）直ちに避難。直ちに避難。
直ちに建物の中または地下に避難してください。
ミサイルが●時●分頃、●●県周辺に落下する
ものとみられます。直ちに避難してください。

メッセージが流れたら
落ち着いて、直ちに行動してください。

近くの建物の中か地下に避難。
（注）できれば頑丈な建物が望ましいものの、近くに
なければそれ以外の建物でもかまいません。

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る。

屋外に
いる場合

建物が
ない場合

屋内に
いる場合

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する。

近くに
ミサイル
落下 !!

◦屋外にいる場合＝口と鼻をハンカチで覆い、現場か
ら直ちに離れ、密閉性の高い屋内または風上へ避難。
◦屋内にいる場合＝換気扇を止め、窓を閉め、目張り
をして室内を密閉する。

国民保護
ポータルサイト

首相官邸
ホームページ

首相官邸
災害・危機管理情報
（Twitter アカウント)

　年末は、お届け物のやりとりが増える時期です。
そんな中「注文していない商品が代引きで届いた」
という相談がたくさん寄せられます。

【対応策】
　事前に電話がかかって
きて「今から商品を送りま
す」などと連絡があった
場合、クーリングオフ（無
条件解約）することがで
きるとされています。解
約方法は、送ってきた相
手に書面で契約解除すると記載して送るだけです。
事前に連絡もなく商品が送られてきた場合、契約は
成立していないので解約手続きなどもする必要はあ
りません。すぐに処分して構いませんし、代金の請
求にも応じる必要はありません。ただし、どちらの
場合も支払ってしまった代金を返してもらえる保障
はありません。
　商品を受け取る前によく確認し、覚えがないもの
は受け取りを拒否しましょう。なお、自分で注文し
たことを忘れていた場合は契約解除はできません。

送り付け商法に注意を！

受け取りを
拒否します！

防災ラジオは常時電
源に接続しておくよ
うにお願いします。

全国一斉年末借金・生活お困りごと
36 時間 LINE・電話相談

◦日時＝12 月3日㈯ 10:00 ～ 4日㈰ 22:00
◦相談方法＝電話相談（☎ 0120・7832・36）、　
　LINE相談（上記二次元コードから）
◦相談内容＝生活保護受給、借金問題、生活困窮
や雇用関係に関する相談
◦相談員＝司法書士
◦主催＝日本司法書士会連合会 福岡県司法書士会
◦問い合わせ先＝福岡県司法書士会事務局（☎
092・722・4131）

フグの素人調理は大変危険です！

　フグは、フグ毒（テトロドトキシン）という猛毒
をもっています。フグ毒は、フグの種類や部位など
によって含まれる量が違います。有毒部位を食べる
と、しびれやおう吐などの中毒症状をおこし、最悪
の場合死亡することもあります。
■自家調理は絶対にやめましょう。
■適正に処理されたフグを食べましょう。
◦問い合わせ＝県南筑後保健福祉環境事務所 保健
衛生課　食品衛生第二係（☎ 0944・69・5406）
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岡
山
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
は
、
新
し
い
１
年
の
健
康
と

幸
福
を
祈
願
す
る
た
め
、
初
日

の
出
遥
拝
式
を
行
い
ま
す
。岡
山

公
園
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
１
日
㈷
７
時
～

◦
場
所
＝
岡
山
公
園
頂
上
（
雨

天
中
止
）

　

八
女
市
公
民
館
三
館
（
中
央
・

東・西
）合
同
講
座
。
プ
ロ
の
サ
ッ

ク
ス
奏
者
の
素
敵
な
演
奏
と
軽

快
な
ト
ー
ク
を
お
届
け
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
１
月
20
日
㈮
（
受
付

13
時
～
、
開
演
13
時
30
分
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
対
象
者
＝
市
内
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
人

◦
入
場
料
＝
無
料		

◦
申
込
期
間
＝
12
月
5
日
㈪
～

20
日
㈫
（
日
曜
を
除
く
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公

民
館（
☎
２
４・８
１
２
１
）、東
公

民
館（
☎
２
３・５
２
７
６
）、
西
公

民
館（
☎
２
４・５
２
７
２
）

　

旧
八
女
市
小
学
校
区
８
学
童

保
育
所
の
支
援
員
を
募
集
し
ま

ジ
と
長
く
楽
し
む
た
め
の
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
等
を
前
野
佐
智
子
さ
ん

（flowershop-Lapua

代
表
）
に

学
び
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
24
日
㈯
９
時
30

分
～
11
時
30
分  　

◦
会
場
＝
八
女
市
西
公
民
館

◦
参
加
費
＝
４
０
０
０
円（
花
器
、

オ
ア
シ
ス
、
花
代
）		



◦
対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
成
人

◦
募
集
人
数
＝
10
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
開
始
＝
12
月
５
日
㈪
～

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館 

(

☎
２
４
・
５
２
７
２
／
日
曜
・
祝

日
を
除
く
９
時
～
17
時
）

　

ふ
れ
あ
い
農
園
は
、

農
産
物
を
育
て
る
楽
し

さ
、
収
穫
す
る
喜
び
を
肌
で
実
感

で
き
、
健
康
や
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
体
験
型
農
園
で

す
。
農
業
体
験
を
通
し
て
交
流
を

図
り
、
安
全
・
安
心
な
野
菜
を
栽

培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
申
込
受
付
＝
随
時
募
集
（
農

園
利
用
準
備
の
た
め
、
利
用
開

始
の
前
月
15
日
ま
で
に
要
申
請
）

◦
貸
出
期
間
＝
令
和
5
年
3
月

31
日
ま
で

◦
募
集
区
画
＝
32
区
画
（
１
区

画
20
㎡
）

す
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
後

日
面
接
を
行
い
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
12
月
１
日
㈭
～

12
月
10
日
㈯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
法

人
飛
形
福
祉
会
（
☎
３
７
・
０

１
０
０
）

　

八
女
市
が
医
療
法
人
社
団
筑

水
会
に
委
託
し
て
い
る
、
黒
木
・

立
花
・
上
陽
・
矢
部
・
星
野
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

◦
業
務
内
容
＝
地
域
の
高
齢
者

や
そ
の
家
族
か
ら
の
生
活
相
談
・

介
護
相
談
に
対
応
し
た
り
、
介

護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど

の
業
務
を
行
い
ま
す
。

◦
勤
務
時
間
＝
平
日（
土
日
祝
日

休
み
）8
時
30
分
～
17
時
15
分

◦
必
要
資
格
＝
社
会
福
祉
士
、
保

健
師
ま
た
は
地
域
医
療
経
験
の

あ
る
看
護
師
、
主
任
介
護
支
援

専
門
員
、
介
護
支
援
専
門
員
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
つ
人

◦
雇
用
形
態
＝
正
社
員
・
パ
ー
ト

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
水
会
病
院

（
☎
２
３
・５
１
３
１
／
担
当：原
）

　

お
正
月
用
に
玄
関
や
床
の
間

を
華
や
か
に
彩
る
和
風
ア
レ
ン

３
１
３
１
）

　

岡
山
公
園
の
頂
上
に
巨
大
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
付
け
ま
す
。

◦
点
灯
期
間
＝
12
月
17
日
㈯
～

1
月
1
日
㈷
18
時
～
21
時
30
分

（
12
月
31
日
・
1
月
1
日
は
18
時

～
19
時
）

◦
主
催
＝
岡
山
公
園
を
守
る
会

◦
日
時
＝
12
月
23
日
㈮
17
時
30

分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
生

◦
参
加
費
＝
一
般
６
０
０
円
・
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク

ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
一
年
の
感
謝
と
八
女
福
島
仏
壇

を
作
り
出
し
た
先
人
に
敬
意
を

表
し
、
伝
統
工
芸
の
も
つ
魅
力
を

伝
え
る
た
め
、
心
を
こ
め
て
す
す

払
い
を
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
27
日
㈫
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館　

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島
仏

壇
仏
具
協
同
組
合
（
☎
２
４
・

３
９
４
１
）

　

市
内
で
活
躍
し
て
い

る
陶
芸
家
、
源
太
窯
の

山
本
源
太
さ
ん（
星
野
村
）、
錠
光

窯
の
山
本
拓
道
さ
ん（
星
野
村
）、

十
篭
窯
の
丸
田
修
一
さ
ん（
星
野

村
）、御
前
窯
の
渕
之
上
伸
一
さ
ん

（
矢
部
村
）、
男
ノ
子
焼
の
柳
屋

栄
さ
ん（
立
花
町
）の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
五
人
の
個
性
を
生
か

し
た
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
12
月
３
日
㈯
～
１
月

31
日
㈫
９
時
～
17
時
（
月
曜
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
休
館
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
２
２・

お知らせも
よ
お
し

岡
山
公
園
初
日
の
出
遙
拝

募
　
集

　掲載している催し等は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止のため、中止になる
ことも想定されます。市の催しについては八
女市ホームページで確認、そのほかについて
はお問い合わせください。催しへの来訪の際
はマスクの着用や検温にご協力ください。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
講
座

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
短
期
子
ど
も

体
操
教
室

八
女
の
陶
芸
家
五
人
展

学
童
保
育
所
支
援
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

深
町
宏
サ
ッ
ク
ス
新
春
コ
ン

サ
ー
ト

「
八
女
市
ふ
れ
あ
い
農
園
」利
用
者

岡
山
公
園
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

日
本
一
大
型
仏
壇
の
す
す
払
い
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人
生
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の

ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
と
お
金
の
話
で
す
。

◦
主
催
＝
福
岡
県
子
育
て
女
性

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

◦
対
象
＝
就
業
中
・
就
業
希
望
者

◦
日
時
＝
12
月
20
日
㈫
10
時
～

12
時

◦
受
講
料
＝
無
料

◦
定
員
＝
20
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

◦
託
児
＝
３
人
（
無
料
・
３
か
月

～
未
就
学
児
）

◦
申
込
締
切
＝
12
月
９
日
㈮
13

時
ま
で

◦
会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
働
く
女
性
の
家
（
☎
３

７
・
１
５
２
２
）

　

２
日
間
の
短
期
教
室

で
、
来
年
の
干
支(

卯・

二
枚)
を
織
り
ま
す
。
講
師
は

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
久
留

米
絣
技
術
保
持
者
の
森
山
虎
雄
・

富
子
夫
妻
で
す
。

◦
会
期
＝
12
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

10
時
～
17
時（
完
成
次
第
終
了
）

◦
受
講
料
＝
１
万
８
千
円（
材
料

代
・
税
込
み
）

◦
定
員
＝
各
日
6
人

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給

公
社
（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０

２
９
）

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
地
雷
被
害
を

無
く
す
た
め
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

等
を
集
め
て
換
金
し
、
寄
付
し
て

い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
２
～
３
枚
で
１

㎡
の
地
雷
撤
去
が
で
き
ま
す
。

◦
対
象
品
＝
書
き
損
じ
・
未
使
用

の
ハ
ガ
キ
、
未
使
用
の
切
手
、
未

使
用
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
Ｑ
Ｕ

Ｏ
カ
ー
ド
、
図
書
カ
ー
ド
等

◦
募
集
期
限
＝
３
月
31
日
㈮

◦
送
付
先
＝
一
般
財
団
法
人
カ
ン

ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
福
岡
市
早
良
区
西
新
１
‐
７
‐

１
０
‐
７
０
２
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務
局
（
☎

０
９
２
・
８
３
３
・
７
５
７
５
）

◦
利
用
料
＝
１
区
画 

６
千
円
／

年
（
年
度
途
中
契
約
の
場
合
は

月
割
り
し
て
計
算
）

◦
貸
出
場
所
＝
べ
ん
が
ら
村
の
西

側
駐
車
場
横

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振

興
課
（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）

　

県
内
に
所
在
す
る
県

営
住
宅
（
詳
細
は
募
集

案
内
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
配
布
期
間
＝
12

月
1
日
㈭
～
12
月
16
日
㈮

◦
申
込
受
付
期
間
＝
12
月
８
日

㈭
～
12
月
16
日
㈮

◦
募
集
案
内
書
配
布
場
所
＝
県

住
宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑
後

管
理
事
務
所
お
よ
び
大
牟
田
出

張
所
、
市
役
所
定
住
対
策
課
お

よ
び
各
支
所

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎

２
２
・
３
１
３
１
／
月
曜
休
館
日
）

　

福
岡
県
農
業
大
学
校

で
は
、
農
業
を
担
う
農

業
者
の
育
成
・
確
保
の
た
め
、
短

期
間
で
の
技
術
習
得
研
修
を
実

施
す
る
研
修
科
を
開
設
し
て
お

り
、
令
和
５
年
度
の
研
修
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
を
行
う
科
＝
研
修
科
（
野

菜
コ
ー
ス
、
花
き
コ
ー
ス
）

◦
募
集
定
員
＝
20
人
程
度

◦
応
募
資
格
＝
県
内
で
就
農
を
志

す
人
、
就
農
し
て
間
も
な
い
農
業

者
、
品
目
転
換
を
志
す
農
業
者

◦
研
修
開
始
期
＝
令
和
５
年
４
月

◦
研
修
期
間
＝
６
か
月
～
１
年

◦
申
込
受
付
期
間
＝
１
月
４
日

㈬
～
２
月
３
日
㈮

◦
面
接
試
験
日
＝
２
月
22
日
㈬

◦
研
修
生
の
決
定
＝
３
月
１
日
㈬

◦
研
修
受
講
申
込
書
等
の
請
求

お
よ
び
受
講
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
＝
福
岡
県
農
業
大
学
校（
筑

紫
野
市
大
字
吉
木
７
６
７
／
☎

０
９
２
・
９
２
５
・
９
１
２
９
）

　

ご
希
望
の
人
は
お
越
し
く
だ

さ
い
。
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
12
月
17
日
㈯
15
時
～

16
時
30
分

◦
会
場
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師

会
会
館
（
本
町
７
７
４
）

◦
担
当
＝
久
留
米
大
学
病
院
歯

科
口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー
楠
川
教
授

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

　

福
岡
県
若
者
自
立
相

談
窓
口
「
若
ま
ど
」で

は
、次
の
進
路
が
定
ま
っ
て
い
な
い

若
者
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
、情
報
提
供
や
支
援
機
関
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

◦
相
談
内
容
＝
不
登
校
や
ひ
き
こ

も
り
・
就
職
・
そ
の
他
生
活
に
困

難
を
抱
え
る
人
を
対
象
に
電
話
や

電
子
メ
ー
ル
相
談
等
を
行
い
ま
す

(

相
談
無
料)

。

◦
日
時
＝
月
～
土
曜
日（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）10
時
～
19
時

◦
場
所
＝
大
野
城
市
白
木
原
３-

５

-

25 （
福
岡
県
筑
紫
総
合
庁
舎
1
階
）

◦
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

若
者
自
立
相
談
窓
口
（
☎
お
よ

び
N
０
９
２
・
７
１
０
・
０
５
４

４
／
Qinfo@

w
akam

ado.
net

）

地
雷
撤
去
の
た
め
の「
書
き
損

じ
は
が
き
」を
集
め
て
い
ま
す

福
岡
県
農
業
大
学
校
研
修
生

久
留
米
絣
手
織
り
教
室

就
業
支
援
講
座

「
子
育
て
世
代
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」

一
　
般

第
4
回
県
営
住
宅
入
居
者

無
料
口
腔
ガ
ン
検
診

相
　
談

若
者
の
次
の
一
歩
を
応
援
し
ま
す

福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓
口

八女フクシマ　　　商店街
　さまざまなお店が、アイデアを
練った色々な 100 円の商品・体験・
サービスを提供します。商店街を探
索して、地域の新たな魅力を発見し
てみませんか。
◦日時＝12月11日㈰ 10時～15 時
◦場所＝八女市福島地区の、日の出
町商店会・清水町商店街・大正町
商店会（旧 442 号線沿い）および
京町商店街・横町町家交流館一帯
◦問い合わせ＝八女市商店街連合
会事務局（八女商工会議所内／☎
22・5161）
※新型コロナウイルスの感染拡大等
の状況により、中止となる場合があ
ります。



　
秋
も
深
ま
り
過
ご
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
た
10
月
25
日
、福

岡
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ハ
ワ
イ
出
身
の
偉
大
な
功
績
を
お
さ
め
ら

れ
た
方
々
の
ご
家
族
が
八
女
市
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。▼
皆
さ
ん

は
、故
ダ
ニ
エ
ル・
建
・
イ
ノ
ウ
エ
氏
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。祖
父

と
父
が
上
陽
町
出
身
で
あ
る
イ
ノ
ウ
エ
氏
は
、ア
メ
リ
カ
初
の
日

系
人
議
員
と
な
り
、そ
の
後
50
年
近
く
に
わ
た
っ
て
上
院
議
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
、大
統
領
継
承
順
位
3
位
ま
で
上
り
詰
め
ら
れ
た

方
で
す
。２
０
１
２
年
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
際
に
は
、当
時

の
大
統
領
だ
っ
た
オ
バ
マ
氏
は「
米
国
は
真
の
英
雄
を
失
っ
た
」と

の
声
明
を
発
表
し
、２
０
１
７
年
に
は
ホ
ノ
ル
ル
の
国
際
空
港
整

備
に
貢
献
し
た
功
績
を
た
た
え
て
、空
港
名
が「
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｋ
・

イ
ノ
ウ
エ
国
際
空
港
」に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。▼
当
日
は
、イ
ノ
ウ

エ
氏
の
ご
子
息
と
そ
の
ご
家
族
に
上
陽
町
の
ホ
タ
ル
と
石
橋
の
里

公
園
に
設
置
し
た
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
胸
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
、そ
の

後
、ご
先
祖
の
墓
参
り
を
さ
れ
ま
し
た
。今
年
8
月
に
は
、上
陽
北

汭
学
園
と
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
出
身
校
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
ミ
ド
ル
ス

ク
ー
ル
と
の
姉
妹
校
締
結
を
行
い
ま
し
た
。▼
今
後
、子
ど
も
た

ち
に
は
地
域
の
特
色
、文
化
を
学
び
、異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、国
際
交
流
を
通
じ
て
貴
重
な
体
験
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、夢

を
も
っ
て
八
女
市
か
ら
世
界
へ
と

大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

故
郷
の
誇
り
で
あ
る
イ
ノ
ウ
エ
氏

の
偉
大
な
功
績
を
多
く
方
々
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「故郷の偉人
をたたえて」

市市長長ココララムム94

イノウエ氏のご子息家族と

１
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か

ら
も
元
気
に
楽
し
く
過
ご
そ

う
ね
。

さ
く
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
大
好

き
だ
よ
♡
３
兄
弟
仲
よ
く
元

気
に
育
っ
て
ね
‼

産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
毎
日
幸
せ
だ
よ
。

大
好
き
。

祝
１
歳
♡
お
め
で
と
う
♡
末
っ

子
ち
ゃ
ん
♡
み
ん
な
の
癒
や
し

だ
よ
♪
大
す
き
♡

１
歳
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か

ら
も
か
わ
い
い
笑
顔
で
大
き

く
な
っ
て
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
お

兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、
元
気

に
育
っ
て
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ

れ
か
ら
も
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
い
こ
う
ね
！

１
歳
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね
！

元
気
に
大
き
く
な
ぁ
れ
！

ゆ
こ
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と

う
♡
兄
姉
と
み
ん
な
で
元
気

に
仲
良
く
育
っ
て
ね
♡

笑
顔
が
か
わ
い
い
燈
吾
く
ん
‼

元
気
い
っ
ぱ
い
健
や
か
に
大
き

く
な
っ
て
ね
♡

ゆ
う
く
ん
♡
こ
れ
か
ら
も
沢

山
食
べ
て
笑
っ
て
す
く
す
く

元
気
に
育
っ
て
ね
♡

木下 仁
と

敢
あ

ちゃん

松尾 咲
さく

杜
と

ちゃん

冨重 綾
りん

花
か

ちゃん

髙巢 乃
の

蒼
あ

ちゃん

永田 梛
なぎ

ちゃん

松尾 奈
な

緒
お

ちゃん

福山 詩
うた

乃
の

ちゃん

松崎 愛
あ

未
み

ちゃん

中野 湧
ゆう

斗
と

ちゃん

永瀬 燈
とう

吾
ご

ちゃん

大塚 友
ゆう

貴
き

ちゃん

横木 智
とも

祥
よし

ちゃん

清藤 結
ゆ

心
こ

ちゃん

R3年12月2日生（黒木町大淵）

R3年12月14日生（岩崎）

R3年12月25日生（室岡）

R3年12月4日生（馬場）

R3年12月15日生（蒲原）

R3年12月27日生（平田）

R3年12月10日生（祈祷院）

R3年12月20日生（高塚）

R3年12月27日生（蒲原）

R3年12月14日生（岩崎）

R3年12月22日生（蒲原）

R3年12月11日生（蒲原）

R3年12月23日生（本町）

おたんじょうびおめでとう

祝
１
歳
☆
梛
ち
の
笑
顔
が
み
ん

な
大
好
き
！
元
気
に
す
く
す

く
育
っ
て
ね
！

１
歳
お
め
で
と
う
♡
い
つ
も
癒

や
し
を
あ
り
が
と
う
♡
元
気

に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね
。

あなたの投稿が広報紙に！？あなたの投稿が広報紙に！？
ハッシュタグ八女ハッシュタグ八女
「新コーナー」「新コーナー」

12月の「お題」12月の「お題」

＃
＃八女っぽい＃八女っぽい

　毎月テーマを変えてI
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram上で八女の魅力
を集めます。
　12月も引き続き「＃八女っぽい」を募集します！
　ご自身のInstagramアカウントで「＃八女っぽい」
「＃ハッシュタグ八女」と付けて、ぜひ投稿をお願
いします。素敵な投稿は、広報八女や公式SNSで
ご紹介させていただく場合があります。

満１歳のお子さまの写真を募集しています（た
だし、市内に住民登録があるか実際に住んで
いる人に限る）。氏名・生年月日・住所・簡単
なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月
の7日までに直接お持ちいただくか、郵送でお
申し込みください。応募多数の場合は先着順
となります。◦申し込み＝企画政策課広報広聴
係（☎23・1110）
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